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(57)【要約】
　様々なトーンプランに従ってワイヤレスメッセージを
供給するための方法および装置は、たとえば、ワイヤレ
ス通信の方法を含むことができる。方法は、２０ＭＨｚ
帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、
８個のパイロットトーンと、３個の直流トーンと、１１
個のエッジトーンとを含む２５６トーンプランに関連す
る２４２トーンリソースユニット（ＲＵ）、または４０
ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個のデータトー
ンと、１６個のパイロットトーンと、５個の直流トーン
と、２３個のエッジトーンとを含む５１２トーンプラン
に関連する４８４トーンＲＵのうちの少なくとも１つを
選択することを含む。方法は、２５６トーンプランまた
は５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給
することをさらに含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信を実行するように構成された装置であって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリに結合され、
　　　２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロッ
トトーンと、３個の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを備える２５６トーンプラン
に関連する２４２トーンリソースユニット（ＲＵ）、または
　　　４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロ
ットトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジトーンとを備える５１２トーンプラ
ンに関連する４８４トーンＲＵ
　　のうちの少なくとも１つを選択することと、
　　前記２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給
することと、
　を行うための前記命令を実行するように構成された、処理システムと、
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記処理システムが、前記２４２トーンＲＵを選択すること、前記２５６トーンプラン
による送信用の前記メッセージを供給すること、および
　バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングのために、２６としてのインタ
ーリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされた
ローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、ま
たは
　低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離（Ｄ
ＴＭ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすること
　のいずれかを行うように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記処理システムが、
　前記４８４トーンＲＵを選択することと、
　前記５１２トーンプランによる送信用の前記メッセージを供給することと、
　低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすることと、
　前記メッセージのバイナリ畳み込みコードインターリービングマップトーンを実行する
ことを控えることと、
　を行うように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記処理システムが、２４２個のトーン以下のＲＵサイズに対してバイナリ畳み込みコ
ード（ＢＣＣ）インターリービングを実行するようにさらに構成され、ここにおいて、Ｂ
ＣＣインターリービングが、すべてのＲＵサイズに対して４つ以下の空間ストリームを介
した送信に限定される、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理システムが、４０、８０、１６０、または８０＋８０ＭＨｚの単一ユーザ帯域
幅のうちの少なくとも１つに対するサポートを宣言しているステーション、または４つを
超える空間ストリームに対するサポートを宣言しているステーションへの送信のために、
低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングす
るようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記装置が移動局であり、前記処理システムが、前記移動局をサービスするアクセスポ
イントへ前記移動局の送信機およびアンテナを通して前記メッセージを送信するように構
成されることによって、送信用の前記メッセージを供給するように構成される、請求項１
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に記載の装置。
【請求項７】
　前記装置がアクセスポイントであり、前記処理システムが、前記アクセスポイントによ
ってサービスされる移動局へ前記アクセスポイントの送信機およびアンテナを通して前記
メッセージを送信するように構成されることによって、送信用の前記メッセージを供給す
るように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロット
トーンと、３個の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを備える２５６トーンプランに
関連する２４２トーンリソースユニット（ＲＵ）、または
　　４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロッ
トトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジトーンとを備える５１２トーンプラン
に関連する４８４トーンＲＵ
　のうちの少なくとも１つを選択することと、
　前記２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給す
ることと、
　を備える、方法。
【請求項９】
　選択する前記ステップが、前記２４２トーンＲＵを選択することを備え、供給する前記
ステップが、前記２５６トーンプランによる送信用の前記メッセージを供給することを備
え、
　バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングのために、２６としてのインタ
ーリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされた
ローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、ま
たは
　低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離（Ｄ
ＴＭ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすること
　のいずれかをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　選択する前記ステップが、前記４８４トーンＲＵを選択することを備え、供給する前記
ステップが、前記５１２トーンプランによる送信用の前記メッセージを供給することを備
え、
　低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすることと、
　前記メッセージのバイナリ畳み込みコードインターリービングマップトーンを実行する
ことを控えることと、
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　２４２個のトーン以下のＲＵサイズに対してバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インタ
ーリービングを実行することと、ＢＣＣインターリービングを、４つ以下の空間ストリー
ムを介した送信に限定することと、をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　４０、８０、１６０、または８０＋８０ＭＨｚの単一ユーザ帯域幅のうちの少なくとも
１つに対するサポートを宣言しているステーション、または４つを超える空間ストリーム
に対するサポートを宣言しているステーションへの送信のために、低密度パリティチェッ
ク（ＬＤＰＣ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすることをさらに備える
、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法が移動局において実行され、送信用の前記メッセージを供給することが、前記
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移動局をサービスするアクセスポイントへ前記移動局の送信機およびアンテナを通して前
記メッセージを送信することを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記方法がアクセスポイントにおいて実行され得、送信用の前記メッセージを供給する
ことが、前記アクセスポイントによってサービスされる移動局へ前記アクセスポイントの
送信機およびアンテナを通して前記メッセージを送信することを備える、請求項８に記載
の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロット
トーンと、３個の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを備える２５６トーンプランに
関連する２４２トーンリソースユニット（ＲＵ）、または
　　４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロッ
トトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジトーンとを備える５１２トーンプラン
に関連する４８４トーンＲＵ
　のうちの少なくとも１つを選択するための手段と、
　前記２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給す
るための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１６】
　選択するための前記手段が、前記２４２トーンＲＵを選択するための手段を備え、供給
するための前記手段が、前記２５６トーンプランによる送信用の前記メッセージを供給す
るための手段を備え、前記装置が、
　バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングのために、２６としてのインタ
ーリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされた
ローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、ま
たは
　低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離（Ｄ
ＴＭ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすること
　のいずれかのための手段をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　選択するための前記手段が、前記４８４トーンＲＵを選択するための手段を備え、供給
するための前記手段が、前記５１２トーンプランによる送信用の前記メッセージを供給す
るための手段を備え、前記装置が、
　低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングすることと、
　前記メッセージのバイナリ畳み込みコードインターリービングマップトーンを実行する
ことを控えることと、
　を行うための手段をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　２４２個のトーン以下のＲＵサイズに対してバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インタ
ーリービングを実行するための手段をさらに備え、ここにおいて、ＢＣＣインターリービ
ングが、すべてのＲＵサイズに対して４つ以下の空間ストリームを介した送信に限定され
る、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　４０、８０、１６０、または８０＋８０ＭＨｚの単一ユーザ帯域幅のうちの少なくとも
１つに対するサポートを宣言しているステーション、または４つを超える空間ストリーム
に対するサポートを宣言しているステーションへの送信のために、低密度パリティチェッ
ク（ＬＤＰＣ）を使用して前記メッセージのトーンをマッピングするための手段をさらに
備える、請求項１５に記載の装置。
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【請求項２０】
　実行されたとき、装置に、
　　２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロット
トーンと、３個の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを備える２５６トーンプランに
関連する２４２トーンリソースユニット（ＲＵ）、または
　　４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロッ
トトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジトーンとを備える５１２トーンプラン
に関連する４８４トーンＲＵ
　のうちの少なくとも１つを選択することと、
　前記２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給す
ることと、
　を行わせるコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示のいくつかの態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、様
々なトーン割振りに従ってメッセージを供給するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、いくつかの相互作用する空間的に分離されたデバ
イス間でメッセージを交換するために、通信ネットワークが使用される。ネットワークは
、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得
る地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリ
アネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエ
リアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれ
ることがある。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続
するために使用されるスイッチング／ルーティング技法（たとえば、回線スイッチング対
パケットスイッチング）、送信のために採用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤ
ード対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネ
ットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録
商標）など）によって異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性のニーズを有するときに、またはネットワークアーキテクチャが固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する非誘導伝搬
モードで無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固定ワイヤー
ドネットワークと比較すると、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを容易にする
。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワーク中のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信すること
ができる。デバイス送信は互いに干渉することがあり、いくつかの送信は他の送信を選択
的にブロックすることがある。多くのデバイスが通信ネットワークを共有する場合、輻輳
（congestion）および非効率的なリンク使用が生じることがある。したがって、ワイヤレ
スネットワークにおける通信効率を改善するためのシステム、方法、および非一時的コン
ピュータ可読媒体が必要である。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法、およびデバイスの様々な実装形態は
各々、いくつかの態様を有し、それらのうちのいずれの単一の態様も、単独では本明細書
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で説明される望ましい属性を担わない。添付の特許請求の範囲を限定することなしに、い
くつかの顕著な特徴が本明細書で説明される。
【０００６】
　[0006]本明細書で説明される主題の１つまたは複数の実装形態の詳細が、添付の図面お
よび以下の説明に記載される。他の特徴、態様、および利点は、説明、図面、および特許
請求の範囲から明らかになろう。以下の図面の相対的な寸法は、縮尺通りに描かれていな
い場合があることに留意されたい。
【０００７】
　[0007]いくつかの態様では、本開示は、いくつかの２０ＭＨｚトーン割振りの中から選
択するように構成された処理システムを含むワイヤレス通信のための装置を提供し、ここ
において、第１のトーン割振りは、１個の２０ＭＨｚバンドを備え、第２のトーン割振り
は、２個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバ
ンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚ
サブバンドを備える。装置は、トーン割振りを選択すると、２０ＭＨｚ帯域幅を介した送
信用のメッセージを供給し、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドは、多くて５２個のデ
ータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブバンドは、多くて１
０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、２０ＭＨｚバンドは、２３
４個または２２８個のデータトーンのうちの多くて１つと、８個のパイロットトーンと、
３個または７個の直流トーンのうちの多くて１つとを備える。いくつかの態様では、第２
のトーン割振りは、サブバンド間での７個または１１個のガードトーンと、１１個のエッ
ジガードトーンと、１０個または６個の残余トーンとを備え得、第３のトーン割振りは、
サブバンド間での３／３個または７／９個のガードトーンと、１１個または９個のエッジ
ガードトーンと、１３個または５個の残余トーンとを備え得、第４のトーン割振りは、サ
ブバンド間での３／３／３個または７／／７／７個のガードトーンと、１１個または７個
のエッジガードトーンと、１２個または４個の残余トーンとを備え得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの態様では、本開示は、いくつかの４０ＭＨｚトーン割振りの中から選
択するように構成された処理システムを含むワイヤレス通信のための装置を提供し、ここ
において、第１のトーン割振りは、１個の４０ＭＨｚバンドを備え、第２のトーン割振り
は、２個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りは、２個の１０ＭＨｚサブ
バンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りは、４個の１０Ｍ
Ｈｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１
０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第６のトーン割振りは、
４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第７のトーン割振
りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第８のトー
ン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第９
のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え
、第１０のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサブバンドを備える。トーン割振りを選択す
ると、装置は、４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給し、ここにおいて、
各５ＭＨｚサブバンドは、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、
各１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備
え、各２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと
、８個のパイロットトーンとを備え、４０ＭＨｚバンドは、４６８個のデータトーンと、
１６個のパイロットトーンと、１１個の直流トーンとを備える。いくつかの態様では、第
１のトーン割振りは、１１個のエッジガードトーンと、６個の残余トーンとを備え得、第
２のトーン割振りは、サブバンド間での７個または１１個のガードトーンと、１１個のエ
ッジガードトーンと、１０個または６個の残余トーンとを備え得、第３のトーン割振りは
、サブバンド間での３／１１個または１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッジガ
ードトーンと、１４個または６個の残余トーンとを備え得、第４のトーン割振りは、サブ
バンド間での３／１１／３個または１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッ
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ジガードトーンと、２８個または１２個の残余トーンとを備え得、第５のトーン割振りは
、サブバンド間での３／３／１１個または７／９／１１個のガードトーンと、１１個また
は９個のエッジガードトーンと、１６個または８個の残余トーンとを備え得、第６のトー
ン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１個または７／７／７／９個のガードトー
ンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、１５個または７個の残余トーンとを備
え得、第７のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／１１／３個または７／９／１１
／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、２７個または１
１個の残余トーンとを備え得、第８のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１
１／３個または７／７／７／９／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガ
ードトーンと、２６個または１０個の残余トーンとを備え得、第９のトーン割振りは、サ
ブバンド間での３／３／３／１１／３／３個または７／７／７／７／７／９個のガードト
ーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、２５個または９個の残余トーンとを
備え得、第１０のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３個ま
たは７／７／７／７／７／７／７個のガードトーンと、１１個または７個のエッジガード
トーンと、２４個または８個の残余トーンとを備え得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様では、ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、いく
つかの８０ＭＨｚトーン割振りの中から選択するように構成された処理システムを含み、
ここにおいて、第１のトーン割振りは、１個の８０ＭＨｚバンドを備え、第２のトーン割
振りは、２個の４０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りは、２個の２０ＭＨｚ
サブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りは、４個の２
０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りは、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１
個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第６のトーン割振
りは、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第７のト
ーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２
０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第８のトーン割振りは、
２個の１０ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第９のトーン割
振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨ
ｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の
２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１１のトーン割振り
は、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１２のト
ーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４
０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１３のトーン割振りは、６個の１０ＭＨｚサブバンドと
、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１４のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１
５のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第１６のトーン割振りは、８個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第１７のトーン割振
りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚ
サブバンドとを備え、第１８のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１
０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１９のトーン割振りは
、２個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブ
バンドとを備え、第２０のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の４０Ｍ
Ｈｚサブバンドとを備え、第２１のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、４個
の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２２のトーン割振
りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚ
サブバンドとを備え、第２３のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、７個の１
０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２４のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサブバンドと、
２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２５のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバ
ンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２６
のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、６個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え
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、第２７のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンド
と、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２８のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２９のトーン割振りは、１０個の
５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと
を備え、第３０のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサブバンドと、４個の１０ＭＨｚサブ
バンドとを備え、第３１のトーン割振りは、１０個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第３２のトーン割振りは、１２個の５ＭＨｚサブバンドと、
１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３３のトーン割振りは、１２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３４のトーン割振りは、１４個の５
ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３５のトーン割振りは、
１６個の５ＭＨｚサブバンドを備える。装置は、トーン割振りを選択すると、８０ＭＨｚ
帯域幅を介した送信用のメッセージを供給し、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドは、
５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブバンドは
、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、各２０ＭＨｚサブバン
ドは、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと、８個のパイロットトーン
とを備え、各４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロット
トーンとを備え、８０ＭＨｚバンドは、９９０個のデータトーンと、１６個のパイロット
トーンと、７個の直流トーンとを備える。いくつかの態様では、第１のトーン割振りは、
１１個のエッジガードトーンを備え得るおよび残余トーンを備えないことがあり、第２の
トーン割振りは、サブバンド間での７個または１１個のガードトーンと、１１個のエッジ
ガードトーンと、３８個または３４個の残余トーンとを備え得、第３のトーン割振りは、
サブバンド間での１１／７個または１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッジガー
ドトーンと、２７個または２３個の残余トーンとを備え得、第４のトーン割振りは、サブ
バンド間での１１／７／１１個または１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個のエ
ッジガードトーンと、１６個または１２個の残余トーンとを備え得、第５のトーン割振り
は、サブバンド間での３／１１／７個または１１／１１／１１個のガードトーンと、１１
個のエッジガードトーンと、３８個または２６個の残余トーンとを備え得、第６のトーン
割振りは、サブバンド間での３／１１／３／７個または１１／１１／１１／１１個のガー
ドトーンと、１１個のエッジガードトーンと、４９個または２９個の残余トーンとを備え
得、第７のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／１１／７個または７／９／１１／
１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、３７個または２５
個の残余トーンとを備え得、第８のトーン割振りは、サブバンド間での３／１１／７／１
１個または１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッジガードトーンと
、２７個または１５個の残余トーンとを備え得、第９のトーン割振りは、サブバンド間で
の３／３／１１／３／７個または７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個
または９個のエッジガードトーンと、４８個または２８個の残余トーンとを備え得、第１
０のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／７個または７／７／７／９／
１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、３６個または２４
個の残余トーンとを備え得、第１１のトーン割振りは、サブバンド間での３／１１／３／
７／１１個または１１／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッジガ
ードトーンと、３８個または１８個の残余トーンとを備え得、第１２のトーン割振りは、
サブバンド間での３／３／３／１１／３／７個または７／７／７／９／１１／１１個のガ
ードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、４７個または２７個の残余ト
ーンとを備え得、第１３のトーン割振りは、サブバンド間での３／１１／３／７／３／１
１個または１１／１１／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッジガ
ードトーンと、４９個または２１個の残余トーンとを備え得、第１４のトーン割振りは、
サブバンド間での３／３／１１／３／７／１１個または７／９／１１／１１／１１／１１
個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、３７個または１７個の
残余トーンとを備え得、第１５のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／
７／１１個または７／７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個の
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エッジガードトーンと、２５個または１３個の残余トーンとを備え得、第１６のトーン割
振りは、サブバンド間での３／１１／３／７／７／１１／３個または１１／１１／１１／
１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個のエッジガードトーンと、６０個ま
たは２４個の残余トーンとを備え得、第１７のトーン割振りは、サブバンド間での３／３
／３／１１／３／３／７個または７／７／７／７／７／９／１１個のガードトーンと、１
１個または９個のエッジガードトーンと、４６個または２６個の残余トーンとを備え得、
第１８のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／７／１１個または７
／７／７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガード
トーンと、３６個または１６個の残余トーンとを備え得、第１９のトーン割振りは、サブ
バンド間での３／３／１１／３／７／３／１１個または７／９／１１／１１／１１／１１
／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、４８個または１
６個の残余トーンとを備え得、第２０のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／
１１／３／３／３／７個または７／７／７／７／７／７／７／９個のガードトーンと、１
１個または９個のエッジガードトーンと、４５個または２５個の残余トーンとを備え得、
第２１のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／７／３／１１個また
は７／７／７／９／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエ
ッジガードトーンと、４７個または１９個の残余トーンとを備え得、第２２のトーン割振
りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／７／１１個または７／７／７／７／
７／９／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、３
５個または１５個の残余トーンとを備え得、第２３のトーン割振りは、サブバンド間での
３／３／１１／３／７／３／１１／３個または７／９／１１／１１／１１／１１／１１／
１１個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、５９個または２３
個の残余トーンとを備え得、第２４のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１
１／３／３／３／７／１１個または７／７／７／７／７／７／７／９／１１個のガードト
ーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、３４個または１４個の残余トーンと
を備え得、第２５のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／７／
３／１１個または７／７／７／７／７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１
個または９個のエッジガードトーンと、４６個または１８個の残余トーンとを備え得、第
２６のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／７／３／１１／３個ま
たは７／７／７／９／１１／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個または
９個のエッジガードトーンと、５８個または２２個の残余トーンとを備え得、第２７のト
ーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／１１個または
７／７／７／７／７／７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個の
エッジガードトーンと、４５個または１７個の残余トーンとを備え得、第２８のトーン割
振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／７／３／１１／３個または７／７
／７／７／７／９／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエ
ッジガードトーンと、５７個または２１個の残余トーンとを備え得、第２９のトーン割振
りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／１１個または７／
７／７／７／７／７／７／７／７／９／１１個のガードトーンと、１１個または９個のエ
ッジガードトーンと、４４個または１６個の残余トーンとを備え得、第３０のトーン割振
りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／１１／３個または７／
７／７／７／７／７／７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、１１個または９個
のエッジガードトーンと、５６個または２０個の残余トーンとを備え得、第３１のトーン
割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／１１／３個ま
た
は７／７／７／７／７／７／７／７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、１１個ま
たは９個のエッジガードトーンと、５５個または１９個の残余トーンとを備え得、第３２
のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／３／
１１個または７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／９個のガードトーンと、１
１個または９個のエッジガードトーンと、４３個または１５個の残余トーンとを備え得、
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第３３のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３
／３／１１／３個または７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／９／１１個のガ
ードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、５４個または１８個の残余ト
ーンとを備え得、第３４のトーン割振りは、サブバンド間での３／３／３／１１／３／３
／３／７／３／３／３／１１／３／３個または７／７／７／７／７／７／７／７／７／７
／７／７／７／９個のガードトーンと、１１個または９個のエッジガードトーンと、５３
個または１７個の残余トーンとを備え得、第３５のトーン割振りは、サブバンド間での３
／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／３／１１／３／３／３個または７／７／７／
７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／７個のガードトーンと、１１個または９
個のエッジガードトーンと、５２個または１４個の残余トーンとを備え得る。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、いくつかの２０ＭＨｚトーン割振りの中から選択すること
と、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の２０ＭＨｚバンドを備え、第２のトー
ン割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りが、２個の５ＭＨ
ｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りが、４個の
５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを選択すると、２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信
用のメッセージを供給することと、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドが、多くて５２
個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブバンドが、多
くて１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、２０ＭＨｚバンドが
、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの多くて１つと、８個のパイロットトー
ンと、３個または７個の直流トーンのうちの多くて１つとを備え、を含むワイヤレス通信
の方法が開示される。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、いくつかの４０ＭＨｚトーン割振りの中から選択すること
と、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の４０ＭＨｚバンドを備え、第２のトー
ン割振りが、２個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りが、２個の１０Ｍ
Ｈｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りが、４個
の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、
１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第６のトーン割
振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第７のト
ーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第
８のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第９のトーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンド
とを備え、第１０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを
選択すると、４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給することと、ここにお
いて、各５ＭＨｚサブバンドが、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを
備え、各１０ＭＨｚサブバンドが、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーン
とを備え、各２０ＭＨｚサブバンドが、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの
１つと、８個のパイロットトーンとを備え、４０ＭＨｚバンドが、４６８個のデータトー
ンと、１６個のパイロットトーンと、１１個の直流トーンとを備え、を含むワイヤレス通
信の方法が説明される。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、いくつかの８０ＭＨｚトーン割振りの中から選択すること
と、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の８０ＭＨｚバンドを備え、第２のトー
ン割振りが、２個の４０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りが、２個の２０Ｍ
Ｈｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りが、４個
の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドと
、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第６のトーン
割振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第７
のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個
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の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第８のトーン割振り
が、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第９のトー
ン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、１
個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１１のトーン割
振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１２
のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個
の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１３のトーン割振りが、６個の１０ＭＨｚサブバン
ドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１４のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚ
サブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、
第１５のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドと
を備え、第１６のトーン割振りが、８個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第１７のトーン
割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０Ｍ
Ｈｚサブバンドとを備え、第１８のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個
の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１９のトーン割振
りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚ
サブバンドとを備え、第２０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の４
０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２１のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、
４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２２のトーン
割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０Ｍ
Ｈｚサブバンドとを備え、第２３のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、７個
の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２４のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンド
と、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２５のトーン割振りが、６個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第
２６のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、６個の１０ＭＨｚサブバンドとを
備え、第２７のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバ
ンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２８のトーン割振りが、６個の５ＭＨ
ｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２９のトーン割振りが、１０
個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバン
ドとを備え、第３０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、４個の１０ＭＨｚ
サブバンドとを備え、第３１のトーン割振りが、１０個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の
１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３２のトーン割振りが、１２個の５ＭＨｚサブバンド
と、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３３のトーン割振りが、１２個の５ＭＨｚ
サブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３４のトーン割振りが、１４個
の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３５のトーン割振り
が、１６個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを選択すると、８０ＭＨｚ帯域幅
を介した送信用のメッセージを供給することと、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドが
、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブバンド
が、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、各２０ＭＨｚサブバ
ンドが、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと、８個のパイロットトー
ンとを備え、各４０ＭＨｚサブバンドが、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロッ
トトーンとを備え、８０ＭＨｚバンドが、９９０個のデータトーンと、１６個のパイロッ
トトーンと、７個の直流トーンとを備え、を含むワイヤレス通信の方法が開示される。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、いくつかの２０ＭＨｚトーン割振りの中から選択するため
の手段と、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の２０ＭＨｚバンドを備え、第２
のトーン割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りが、２個の
５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りが、
４個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを選択すると、２０ＭＨｚ帯域幅を介し
た送信用のメッセージを供給するための手段と、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドが
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、多くて５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブ
バンドが、多くて１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、２０Ｍ
Ｈｚバンドが、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの多くて１つと、８個のパ
イロットトーンと、３個または７個の直流トーンのうちの多くて１つとを備え、を含むワ
イヤレス通信のための装置が提供される。
【００１４】
　[0014]いくつかの態様では、いくつかの４０ＭＨｚトーン割振りの中から選択するため
の手段と、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の４０ＭＨｚバンドを備え、第２
のトーン割振りが、２個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りが、２個の
１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りが
、４個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバン
ドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第６のト
ーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第
７のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第８のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンド
とを備え、第９のトーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブ
バンドとを備え、第１０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割
振りを選択すると、４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給するための手段
と、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドが、５２個のデータトーンと、４個のパイロッ
トトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブバンドが、１０８個のデータトーンと、６個のパイ
ロットトーンとを備え、各２０ＭＨｚサブバンドが、２３４個または２２８個のデータト
ーンのうちの１つと、８個のパイロットトーンとを備え、４０ＭＨｚバンドが、４６８個
のデータトーンと、１６個のパイロットトーンと、１１個の直流トーンとを備え、を含む
ワイヤレス通信のための装置が開示される。
【００１５】
　[0015]いくつかの態様では、いくつかの８０ＭＨｚトーン割振りの中から選択するため
の手段と、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の８０ＭＨｚバンドを備え、第２
のトーン割振りが、２個の４０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振りが、２個の
２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のトーン割振りが
、４個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバ
ンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第６の
トーン割振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え
、第７のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと
、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第８のトーン
割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第９
のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個
の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンド
と、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１１のト
ーン割振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、
第１２のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと
、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１３のトーン割振りが、６個の１０ＭＨｚサ
ブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１４のトーン割振りが、２個の５
ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを
備え、第１５のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバ
ンドとを備え、第１６のトーン割振りが、８個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第１７の
トーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の
４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１８のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと
、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１９のトー
ン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第２０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、１
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個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２１のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバン
ドと、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２２の
トーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の
２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２３のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと
、７個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２４のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブ
バンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２５のトーン割振りが、６個の５Ｍ
Ｈｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第２６のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、６個の１０ＭＨｚサブバン
ドとを備え、第２７のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚ
サブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２８のトーン割振りが、６個の
５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２９のトーン割振りが
、１０個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサ
ブバンドとを備え、第３０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、４個の１０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第３１のトーン割振りが、１０個の５ＭＨｚサブバンドと、
３個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３２のトーン割振りが、１２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３３のトーン割振りが、１２個の５
ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３４のトーン割振りが、
１４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３５のトーン
割振りが、１６個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを選択すると、８０ＭＨｚ
帯域幅を介した送信用のメッセージを供給するための手段と、ここにおいて、各５ＭＨｚ
サブバンドが、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨ
ｚサブバンドが、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、各２０
ＭＨｚサブバンドが、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと、８個のパ
イロットトーンとを備え、各４０ＭＨｚサブバンドが、４６８個のデータトーンと、１６
個のパイロットトーンとを備え、８０ＭＨｚバンドが、９９０個のデータトーンと、１６
個のパイロットトーンと、７個の直流トーンとを備え、を含むワイヤレス通信のための装
置が開示される。
【００１６】
　[0016]本開示の一態様は、実行されたとき、装置に、いくつかの２０ＭＨｚトーン割振
りの中から選択することと、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の２０ＭＨｚバ
ンドを備え、第２のトーン割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン
割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４の
トーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを選択すると、２０Ｍ
Ｈｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給することと、ここにおいて、各５ＭＨｚサ
ブバンドが、多くて５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０
ＭＨｚサブバンドが、多くて１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備
え、２０ＭＨｚバンドが、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの多くて１つと
、８個のパイロットトーンと、３個または７個の直流トーンのうちの多くて１つとを備え
、を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【００１７】
　[0017]本開示の一態様は、実行されたとき、装置に、いくつかの４０ＭＨｚトーン割振
りの中から選択することと、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の４０ＭＨｚバ
ンドを備え、第２のトーン割振りが、２個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン
割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４
のトーン割振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りが、２個の
５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと
を備え、第６のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバ
ンドとを備え、第７のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚ
サブバンドとを備え、第８のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第９のトーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個
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の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンド
を備え、トーン割振りを選択すると、４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供
給することと、ここにおいて、各５ＭＨｚサブバンドが、５２個のデータトーンと、４個
のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨｚサブバンドが、１０８個のデータトーンと、
６個のパイロットトーンとを備え、各２０ＭＨｚサブバンドが、２３４個または２２８個
のデータトーンのうちの１つと、８個のパイロットトーンとを備え、４０ＭＨｚバンドが
、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンと、１１個の直流トーンとを備
え、を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【００１８】
　[0018]本開示の一態様は、実行されたとき、装置に、いくつかの８０ＭＨｚトーン割振
りの中から選択ことと、ここにおいて、第１のトーン割振りが、１個の８０ＭＨｚバンド
を備え、第２のトーン割振りが、２個の４０ＭＨｚサブバンドを備え、第３のトーン割振
りが、２個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第４のト
ーン割振りが、４個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りが、２個の１０
ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを
備え、第６のトーン割振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバ
ンドとを備え、第７のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚ
サブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、
第８のトーン割振りが、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドと
を備え、第９のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバ
ンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りが、４個の５ＭＨ
ｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え
、第１１のトーン割振りが、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバン
ドとを備え、第１２のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚ
サブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１３のトーン割振りが、６個の
１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１４のトーン割振り
が、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサ
ブバンドとを備え、第１５のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の２０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第１６のトーン割振りが、８個の１０ＭＨｚサブバンドを備
え、第１７のトーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバン
ドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１８のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚ
サブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、
第１９のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドと
、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２１のトーン割振りが、４個の５Ｍ
Ｈｚサブバンドと、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第２２のトーン割振りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバン
ドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２３のトーン割振りが、２個の５ＭＨｚ
サブバンドと、７個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２４のトーン割振りが、８個の
５ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２５のトーン割振りが
、６個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブ
バンドとを備え、第２６のトーン割振りが、４個の５ＭＨｚサブバンドと、６個の１０Ｍ
Ｈｚサブバンドとを備え、第２７のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと、２個
の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２８のトーン割振
りが、６個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２９のト
ーン割振りが、１０個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の
２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３０のトーン割振りが、８個の５ＭＨｚサブバンドと
、４個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３１のトーン割振りが、１０個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３２のトーン割振りが、１２個の
５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３３のトーン割振りが
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、１２個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３４のトー
ン割振りが、１４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第
３５のトーン割振りが、１６個の５ＭＨｚサブバンドを備え、トーン割振りを選択すると
、８０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給することと、ここにおいて、各５
ＭＨｚサブバンドが、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１
０ＭＨｚサブバンドが、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、
各２０ＭＨｚサブバンドが、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと、８
個のパイロットトーンとを備え、各４０ＭＨｚサブバンドが、４６８個のデータトーンと
、１６個のパイロットトーンとを備え、８０ＭＨｚバンドが、９９０個のデータトーンと
、１６個のパイロットトーンと、７個の直流トーンとを備え、を行わせるコードを備える
非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【００１９】
　[0019]別の態様は、ワイヤレス通信を実行するように構成された別の装置を提供する。
装置は、命令を記憶するメモリを含む。装置は、メモリに結合され、４８４トーン割振り
ユニットによるワイヤレス通信用のメッセージを生成するための命令を実行するように構
成されたプロセッサをさらに含む。４８４トーン割振りユニットは、４６８個のデータト
ーンを含む。プロセッサは、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２として
のトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするよう
にさらに構成される。プロセッサは、送信用のメッセージを供給するようにさらに構成さ
れる。
【００２０】
　[0020]別の態様は、ワイヤレス通信を実行するように構成された別の装置を提供する。
装置は、命令を記憶するメモリを含む。装置は、メモリに結合され、４８４トーン割振り
ユニットによるワイヤレス通信用のメッセージを生成するための命令を実行するように構
成されたプロセッサをさらに含む。４８４トーン割振りユニットは、４６８個のデータト
ーンを含む。プロセッサは、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としての
トーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするように
さらに構成される。プロセッサは、送信用のメッセージを供給するようにさらに構成され
る。装置は、符号化データ（encoded data）をインターリーブすることと、インターリー
ブされた符号化データに基づいて、送信のためにインターリーブされた一連のビットを生
成することと、を行うように構成されたインターリーバをさらに含む。インターリーバは
、１つまたは複数の空間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリー
バを含む。１つまたは複数のストリームインターリーバは、２６としてのインターリーバ
深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされたローテー
ションインデックスとを含む。
【００２１】
　[0021]別の態様は、ワイヤレス通信を実行するように構成された別の装置を提供する。
装置は、命令を記憶するメモリを含む。装置は、メモリに結合され、４８４トーン割振り
ユニットによるワイヤレス通信用のメッセージを生成するための命令を実行するように構
成されたプロセッサを含む。４８４トーン割振りユニットは、４６８個のデータトーンを
含む。プロセッサは、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトー
ンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするようにさら
に構成される。プロセッサは、送信用のメッセージを供給するようにさらに構成される。
装置は、符号化データをインターリーブすることと、インターリーブされた符号化データ
に基づいて、送信のためにインターリーブされた一連のビットを生成することと、を行う
ように構成されたインターリーバをさらに含む。インターリーバは、１つまたは複数の空
間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリーバを含む。１つまたは
複数のストリームインターリーバは、３９としてのインターリーバ深度と、４つまでの空
間ストリームに対して１１６としてのインターリーブされたローテーションインデックス
と、４つを超える空間ストリームに対して５６としてのインターリーブされたローテーシ
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ョンインデックスとを含む。
【００２２】
　[0022]別の態様は、ワイヤレス通信を実行するように構成された別の装置を提供する。
装置は、命令を記憶するメモリを含む。装置は、メモリに結合され、２０ＭＨｚ帯域幅を
介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと、３個の直流ト
ーンと、１１個のエッジトーンとを含む２５６トーンプランに関連する２４２トーンリソ
ースユニット（ＲＵ）、または４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個のデータト
ーンと、１６個のパイロットトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジトーンとを
含む５１２トーンプランに関連する４８４トーンＲＵのうちの少なくとも１つを選択する
ための命令を実行するように構成された処理システムをさらに含む。処理システムは、２
５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給するように
さらに構成される。
【００２３】
　[0023]様々な実施形態では、処理システムは、２４２トーンＲＵを選択することと、２
５６トーンプランによる送信用のメッセージを供給することと、を行うように構成され得
る。処理システムは、バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングのために、
２６としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのイ
ンターリーブされたローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインター
リーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトー
ンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいず
れかを行うように構成され得る。様々な実施形態では、処理システムは、４８４トーンＲ
Ｕを選択することと、５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給することと、
低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（Ｄ
ＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることと、メッセージのバイナリ畳
み込みコードインターリービングマップトーンを実行することを控えることと、を行うよ
うに構成され得る。
【００２４】
　[0024]様々な実施形態では、処理システムは、４８４トーンＲＵに対して、２６として
のインターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリー
ブされたローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブする
こと、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピン
グ距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいずれかを行う
ようにさらに構成され得る。様々な実施形態では、処理システムは、４８４トーンＲＵに
対して、３９としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して１１６
としてのインターリーブされたローテーションインデックスと、４つを超える空間ストリ
ームに対して５６としてのインターリーブされたローテーションインデックスとを使用し
て、符号化データをインターリーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ
）のために、１２としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトー
ンをマッピングすることのいずれかを行うようにさらに構成され得る。
【００２５】
　[0025]様々な実施形態では、処理システムは、２４２個のトーン以下のＲＵサイズに対
してバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングを実行するようにさらに構成
され得、ここにおいて、ＢＣＣインターリービングは、すべてのＲＵサイズに対して４つ
以下の空間ストリームを介した送信に限定され得る。様々な実施形態では、処理システム
は、４０、８０、１６０、または８０＋８０ＭＨｚの単一ユーザ帯域幅のうちの少なくと
も１つに対するサポートを宣言しているステーション、または４つを超える空間ストリー
ムに対するサポートを宣言しているステーションへの送信のために、低密度パリティチェ
ック（ＬＤＰＣ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするようにさらに構成され
得る。
【００２６】
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　[0026]様々な実施形態では、装置は移動局であり得、処理システムは、移動局をサービ
スする（serving）アクセスポイントへ移動局の送信機およびアンテナを通してメッセー
ジを送信するように構成されることによって、送信用のメッセージを供給するように構成
され得る。様々な実施形態では、装置はアクセスポイントであり得、処理システムは、ア
クセスポイントによってサービスされる移動局へアクセスポイントの送信機およびアンテ
ナを通してメッセージを送信するように構成されることによって、送信用のメッセージを
供給するように構成され得る。
【００２７】
　[0027]別の態様は、ワイヤレス通信のための別の方法を提供する。方法は、２０ＭＨｚ
帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと、３個
の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを含む２５６トーンプランに関連する２４２ト
ーンリソースユニット（ＲＵ）、または４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個の
データトーンと、１６個のパイロットトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジト
ーンとを含む５１２トーンプランに関連する４８４トーンＲＵのうちの少なくとも１つを
選択することを含む。方法は、２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信
用のメッセージを供給することをさらに含む。
【００２８】
　[0028]様々な実施形態では、選択するステップは、２４２トーンＲＵを選択することを
含むことができる。供給するステップは、２５６トーンプランによる送信用のメッセージ
を供給することを含むことができる。方法は、バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インタ
ーリービングのために、２６としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ストリーム
に対して５８としてのインターリーブされたローテーションインデックスとを使用して、
符号化データをインターリーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）の
ために、９としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマ
ッピングすることのいずれかをさらに含むことができる。様々な実施形態では、選択する
ステップは、４８４トーンＲＵを選択することを含むことができる。供給するステップは
、５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給することを含むことができる。方
法は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることと、メッセージのバイ
ナリ畳み込みコードインターリービングマップトーンを実行することを控えることと、を
さらに含むことができる。
【００２９】
　[0029]様々な実施形態では、方法は、２４２トーンＲＵを選択することと、２５６トー
ンプランによる送信用のメッセージを供給することと、をさらに含むことができる。方法
は、バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングのために、２６としてのイン
ターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされ
たローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、
または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離
（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいずれかをさらに含む
ことができる。様々な実施形態では、方法は、４８４トーンＲＵを選択することをさらに
含むことができる。様々な実施形態では、方法は、５１２トーンプランによる送信用のメ
ッセージを供給することをさらに含むことができる。様々な実施形態では、方法は、低密
度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ
）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることをさらに含むことができる。様々
な実施形態では、方法は、メッセージのバイナリ畳み込みコードインターリービングマッ
プトーンを実行することを控えることをさらに含むことができる。
【００３０】
　[0030]様々な実施形態では、方法は、４８４トーンＲＵに対して、２６としてのインタ
ーリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされた
ローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、ま
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たは低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいずれかをさらに含むこ
とができる。様々な実施形態では、方法は、４８４トーンＲＵに対して、３９としてのイ
ンターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して１１６としてのインターリーブ
されたローテーションインデックスと、４つを超える空間ストリームに対して５６として
のインターリーブされたローテーションインデックスとを使用して、符号化データをイン
ターリーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２として
のトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすること
のいずれかをさらに含むことができる。
【００３１】
　[0031]様々な実施形態では、方法は、２４２個のトーン以下のＲＵサイズに対してバイ
ナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングを実行することと、ＢＣＣインターリ
ービングを、４つ以下の空間ストリームを介した送信に限定することと、をさらに含むこ
とができる。様々な実施形態では、方法は、４０、８０、１６０、または８０＋８０ＭＨ
ｚの単一ユーザ帯域幅のうちの少なくとも１つに対するサポートを宣言しているステーシ
ョン、または４つを超える空間ストリームに対するサポートを宣言しているステーション
への送信のために、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）を使用してメッセージのトーン
をマッピングすることをさらに含むことができる。
【００３２】
　[0032]様々な実施形態では、方法は、移動局において実行され得、送信用のメッセージ
を供給することは、移動局をサービスするアクセスポイントへ移動局の送信機およびアン
テナを通してメッセージを送信することを含む。様々な実施形態では、方法は、アクセス
ポイントにおいて実行され得、送信用のメッセージを供給することは、アクセスポイント
によってサービスされる移動局へアクセスポイントの送信機およびアンテナを通してメッ
セージを送信することを含む。
【００３３】
　[0033]別の態様は、ワイヤレス通信のための別の装置を提供する。装置は、２０ＭＨｚ
帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと、３個
の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを含む２５６トーンプランに関連する２４２ト
ーンリソースユニット（ＲＵ）、または４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４６８個の
データトーンと、１６個のパイロットトーンと、５個の直流トーンと、２３個のエッジト
ーンとを含む５１２トーンプランに関連する４８４トーンＲＵのうちの少なくとも１つを
選択するための手段を含む。装置は、２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによ
る送信用のメッセージを供給するための手段をさらに含む。
【００３４】
　[0034]様々な実施形態では、選択するための手段は、２４２トーンＲＵを選択するため
の手段を含むことができる。供給するための手段は、２５６トーンプランによる送信用の
メッセージを供給するための手段を含むことができる。装置は、バイナリ畳み込みコード
（ＢＣＣ）インターリービングのために、２６としてのインターリーバ深度と、４つまで
の空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされたローテーションインデック
スとを使用して、符号化データをインターリーブすること、または低密度パリティチェッ
ク（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセ
ージのトーンをマッピングすることのいずれかを行うための手段をさらに含むことができ
る。様々な実施形態では、選択するための手段は、４８４トーンＲＵを選択するための手
段を含むことができる。供給するための手段は、５１２トーンプランによる送信用のメッ
セージを供給するための手段を含むことができる。装置は、低密度パリティチェック（Ｌ
ＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージ
のトーンをマッピングすることと、メッセージのバイナリ畳み込みコードインターリービ
ングマップトーンを実行することを控えることと、を行うための手段をさらに含むことが
できる。
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【００３５】
　[0035]様々な実施形態では、装置は、４８４トーンＲＵに対して、２６としてのインタ
ーリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされた
ローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、ま
たは低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいずれかを行うための手
段をさらに含むことができる。様々な実施形態では、装置は、４８４トーンＲＵに対して
、３９としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して１１６として
のインターリーブされたローテーションインデックスと、４つを超える空間ストリームに
対して５６としてのインターリーブされたローテーションインデックスとを使用して、符
号化データをインターリーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のた
めに、１２としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマ
ッピングすることのいずれかを行うための手段をさらに含むことができる。
【００３６】
　[0036]様々な実施形態では、装置は、２４２個のトーン以下のＲＵサイズに対してバイ
ナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングを実行するための手段をさらに含むこ
とができ、ここにおいて、ＢＣＣインターリービングは、すべてのＲＵサイズに対して４
つ以下の空間ストリームを介した送信に限定され得る。様々な実施形態では、装置は、４
０、８０、１６０、または８０＋８０ＭＨｚの単一ユーザ帯域幅のうちの少なくとも１つ
に対するサポートを宣言しているステーション、または４つを超える空間ストリームに対
するサポートを宣言しているステーションへの送信のために、低密度パリティチェック（
ＬＤＰＣ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするための手段をさらに含むこと
ができる。
【００３７】
　[0037]様々な実施形態では、装置は移動局であり得、送信用のメッセージを供給するた
めの手段は、移動局をサービスするアクセスポイントへ移動局の送信機およびアンテナを
通してメッセージを送信するための手段を含む。様々な実施形態では、装置はアクセスポ
イントであり得、送信用のメッセージを供給するための手段は、アクセスポイントによっ
てサービスされる移動局へアクセスポイントの送信機およびアンテナを通してメッセージ
を送信するための手段を含む。
【００３８】
　[0038]別の態様は、別の非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。媒体は、実行され
たとき、装置に、２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８個
のパイロットトーンと、３個の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを含む２５６トー
ンプランに関連する２４２トーンリソースユニット（ＲＵ）、または４０ＭＨｚ帯域幅を
介した送信用の、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンと、５個の直流
トーンと、２３個のエッジトーンとを含む５１２トーンプランに関連する４８４トーンＲ
Ｕのうちの少なくとも１つを選択させるコードを含む。媒体は、実行されたとき、装置に
、２５６トーンプランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給させる
コードをさらに含む。
【００３９】
　[0039]様々な実施形態では、媒体は、実行されたとき、装置に、２４２トーンＲＵに対
して、バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングのために、２６としてのイ
ンターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブさ
れたローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること
、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいずれかを行わせる
コードをさらに含むことができる。様々な実施形態では、媒体は、実行されたとき、装置
に、４８４トーンＲＵに対して、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２と
してのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングする
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ことと、メッセージのバイナリ畳み込みコードインターリービングマップトーンを実行す
ることを控えることと、を行わせるコードをさらに含むことができる。
【００４０】
　[0040]様々な実施形態では、媒体は、実行されたとき、装置に、２４２個のトーン以下
のＲＵサイズに対してバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービングを実行させ
るためのコードをさらに含むことができ、ここにおいて、ＢＣＣインターリービングは、
すべてのＲＵサイズに対して４つ以下の空間ストリームを介した送信に限定される。様々
な実施形態では、媒体は、実行されたとき、装置に、４０、８０、１６０、または８０＋
８０ＭＨｚの単一ユーザ帯域幅のうちの少なくとも１つに対するサポートを宣言している
ステーション、または４つを超える空間ストリームに対するサポートを宣言しているステ
ーションへの送信のために、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）を使用してメッセージ
のトーンをマッピングさせるコードをさらに含むことができる。
【００４１】
　[0041]様々な実施形態では、装置は移動局であり得、送信用のメッセージを供給するこ
とは、移動局をサービスするアクセスポイントへ移動局の送信機およびアンテナを通して
メッセージを送信することを含む。様々な実施形態では、装置はアクセスポイントであり
得、送信用のメッセージを供給することは、アクセスポイントによってサービスされる移
動局へアクセスポイントの送信機およびアンテナを通してメッセージを送信することを含
むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】[0042]本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0043]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスにお
いて利用され得る様々なコンポーネントを示す図。
【図３】[0044]一実施形態による例示的な２Ｎトーンプランを示す図。
【図４】[0045]本開示の態様による、いくつかの異なる帯域幅に対して使用され得る一般
的なトーンプランの図。
【図５】[0046]２０ＭＨｚ送信において使用され得るトーン割振りの例示的な図。
【図６】[0047]４０ＭＨｚ送信において使用され得るトーン割振りの例示的な図。
【図７】[0048]４０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な図。
【図８】[0049]８０ＭＨｚ送信において使用され得るトーン割振りの例示的な図。
【図９】[0050]８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な図。
【図１０】[0051]８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な図
。
【図１１】[0052]８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な図
。
【図１２】[0053]８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な図
。
【図１３】[0054]８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な図
。
【図１４】[0055]様々な帯域幅における１ｘ送信および４ｘ送信のための、ＭＨｚ単位で
の高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズの図。
【図１５】[0056]一実施形態による、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）トーンプラ
ンのためのインターリービングパラメータを生成するように動作可能であるシステムを示
す図。
【図１６】[0057]ワイヤレス通信を送信および受信するために、図１５のワイヤレスデバ
イスなどのワイヤレスデバイスにおいて実装され得る例示的な多入力多出力（ＭＩＭＯ）
システムを示す図。
【図１７】[0058]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信の例示
的な方法のフローチャート。
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【図１８】[0059]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信の別の
例示的な方法のフローチャート。
【図１９】[0060]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信のまた
別の例示的な方法のフローチャート。
【図２０】[0061]様々な実施形態による、複数の割振り（ＲＵ）サイズおよび対応するデ
ータトーンの数（ＮSD）に対するバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービング
および低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤTM）の図。
【図２１】[0062]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信の別の
例示的な方法のフローチャート。
【図２２】[0063]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信の別の
例示的な方法のフローチャート。
【図２３】[0064]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信の別の
例示的な方法のフローチャート。
【図２４】[0065]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレス通信の別の
例示的な方法のフローチャート。
【詳細な説明】
【００４３】
　[0066]添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が
以下でより十分に説明される。しかしながら、教示開示は、多くの異なる形態で具現化さ
れ得るものであり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定
されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全に
なり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように提供される。本明細書の教示に基づい
て、本開示の範囲は、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、または本
発明の任意の他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本明細書で開示される新規のシ
ステム、装置、および方法のいかなる態様をも包含するものであることを、当業者なら諒
解されたい。たとえば、本明細書に記載した任意の数の態様を使用して、装置が実装され
てよく、または方法が実施されてよい。さらに、本発明の範囲は、本明細書に記載した本
発明の様々な態様に加えて、またはそれら以外の、他の構造、機能、または構造および機
能を使用して実施されるそのような装置または方法を包含するものとする。本明細書で開
示されるいかなる態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを
理解されたい。
【００４４】
　[0067]本明細書では特定の態様が説明されるが、これらの態様の多くの変形形態および
置換が本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点が言及されるが、
本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されることは意図されない。むし
ろ、本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送
プロトコルに広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかが、図において、お
よび好適な態様の以下の説明において、例として示される。詳細な説明および図面は、限
定的ではなく、本開示の例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびそ
の均等物によって定義される。
【００４５】
　デバイスの実装
　[0068]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮｓ）を含むことができる。ＷＬＡＮは、広く使用されているネットワ
ーキングプロトコルを採用して、近くのデバイスを互いに相互接続するために使用され得
る。本明細書で説明される様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、またはより一般的に
は、ワイヤレスプロトコルの米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ファミリ
ーの任意のメンバーなどの、任意の通信規格に適用され得る。
【００４６】
　[0069]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直



(22) JP 2017-530599 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

接シーケンススペクトラム拡散（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、
または他の方式を使用して、高効率８０２．１１プロトコルに従って送信され得る。
【００４７】
　[0070]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
コンポーネントである様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すな
わち、アクセスポイント（「ＡＰｓ」）および（ステーションまたは「ＳＴＡｓ」とも呼
ばれる）クライアントがあり得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのためのハブまたは基地局
として働き、ＳＴＡは、ＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡは、ラップトッ
プコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、
ＳＴＡは、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的な接続性を取
得するために、Ｗｉ－Ｆｉ（たとえば、８０２．１１ａｘなどのＩＥＥＥ　８０２．１１
プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、
ＳＴＡはＡＰとしても使用され得る。
【００４８】
　[0071]本明細書で説明される技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様
々なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用され得る。そのような通信シス
テムの例は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数
分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）システムなどを含む。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデータを
同時に送信するために十分に異なる方向を利用することができる。ＴＤＭＡシステムは、
送信信号を異なるタイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波
数チャネルを共有することを可能にすることができ、各タイムスロットは異なるユーザ端
末に割り当てられる。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ
（登録商標））または当技術分野で知られているいくつかの他の規格を実装することがで
きる。ＯＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅全体を複数の直交サブキャリアに区分する
変調技法である、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは
、トーン、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアは、データを
用いて独立して変調され得る。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ　８０２．１１または当技
術分野で知られているいくつかの他の規格を実装することができる。ＳＣ－ＦＤＭＡシス
テムは、システム帯域幅にわたって分散されたサブキャリア上で送信するためのインター
リーブされたＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリアの１つのブロック上で送信
するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキャリアの複数のブロック
上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用することができる。概して、変調
シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送られる。ＳＣ
－ＦＤＭＡシステムは、３ＧＰＰ（登録商標）－ＬＴＥ（登録商標）（第３世代パートナ
ーシッププロジェクトロングタームエボリューション）または他の規格を実装することが
できる。
【００４９】
　[0072]本明細書の教示は、様々なワイヤード装置またはワイヤレス装置（たとえば、ノ
ード）に組み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装され得るか、またはその装置によ
って実行され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレ
スノードは、アクセスポイントまたはアクセス端末を備えることができる。
【００５０】
　[0073]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ局（
「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線
トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ」）
、無線基地局（「ＲＢＳ」）、もしくはいくつかの他の用語を備えることができ、それら
として実装され得、またはそれらとして知られ得る。
【００５１】
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　[0074]ステーション（「ＳＴＡ」）はまた、ユーザ端末、アクセス端末（「ＡＴ」）、
加入者局、加入者ユニット、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザエージェント、
ユーザデバイス、ユーザ機器、もしくはいくつかの他の用語を備えることができ、それら
として実装され得、またはそれらとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス
端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話
、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレ
ス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続されたいくつ
かの他の好適な処理デバイスを備えることができる。したがって、本明細書で教示される
１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コ
ンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポー
タブルコンピューティングデバイス（たとえば、携帯情報端末）、エンターテインメント
デバイス（たとえば、音楽デバイスもしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲー
ムデバイスもしくはシステム、全地球測位システムデバイス、またはワイヤレス媒体を介
して通信するように構成された任意の他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００５２】
　[0075]図１は、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｘ規格
に従って動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡｓ　１０６Ａ
～１０６Ｄと通信するＡＰ　１０４を含むことができる。
【００５３】
　[0076]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ　１０４とＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄと
の間の、ワイヤレス通信システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、
ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ　１０４とＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄとの
間で信号が送信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００は
、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれることがある。代替的に、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）技法に従って、ＡＰ　１０４とＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄとの間で信号が
送信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡ
システムと呼ばれることがある。
【００５４】
　[0077]ＡＰ　１０４からＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄのうちの１つまたは複数への送
信を容易にする通信リンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴ
Ａｓ　１０６Ａ～１０６Ｄのうちの１つまたは複数からＡＰ　１０４への送信を容易にす
る通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれることがある。代替的に、ダウン
リンク１０８は、順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれることがあり、アップリン
ク１１０は、逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれることがある。
【００５５】
　[0078]ＡＰ　１０４は、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２においてワイヤレス通信
カバレージを提供することができる。ＡＰ　１０４に関連付けられ、通信のためにＡＰ　
１０４を使用するＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄとともに、ＡＰ　１０４は、基本サービ
スセット（ＢＳＳ）と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ
　１０４を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ間のピアツーピ
アネットワークとして機能することができることに留意されたい。したがって、本明細書
で説明されるＡＰ　１０４の機能は、代替的にＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄのうちの１
つまたは複数によって実行され得る。
【００５６】
　[0079]図２は、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス２
０２において利用され得る様々なコンポーネントを示す。ワイヤレスデバイス２０２は、
本明細書で説明される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの一例である。
たとえば、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ　１０４、またはＳＴＡｓ　１０６Ａ～１
０６Ｄのうちの１つを備えることができる。
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【００５７】
　[0080]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含むことができる。プロセッサ２０４は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と
呼ばれることもある。メモリ２０６は、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）の両方を含むことができ、プロセッサ２０４に命令とデータとを提供す
る。メモリ２０６の一部分はまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含
むことができる。プロセッサ２０４は、通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命
令に基づいて、論理演算と算術演算とを実行する。メモリ２０６の中の命令は、本明細書
で説明される方法を実施するように実行可能であり得る。
【００５８】
　[0081]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理シス
テムを備えることができ、またはそうした処理システムのコンポーネントであり得る。１
つまたは複数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰｓ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡｓ）
、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤｓ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論
理、個別ハードウェアコンポーネント、専用ハードウェア有限ステートマシン、または情
報の計算または他の操作を実行できる任意の他の好適なエンティティの、任意の組合せを
用いて実装され得る。
【００５９】
　[0082]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含むことが
できる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコー
ド、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、またはそれ以外の名称で呼ばれるかにかかわら
ず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈されるべきである。命令は、（たとえば、
ソースコードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット
、または任意の他の好適なコードのフォーマットでの）コードを含むことができる。命令
は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、処理システムに本明細書で説
明される様々な機能を実行させる。
【００６０】
　[0083]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２とリモートロケー
ションとの間のデータの送信および受信を可能にするために、送信機２１０と受信機２１
２とを含むことができるハウジング２０８を含むことができる。送信機２１０および受信
機２１２は、組み合わせられてトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウ
ジング２０８に取り付けられ得、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレ
スデバイス２０２はまた、たとえば、ＭＩＭＯ通信中に利用され得る、複数の送信機、複
数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含むことができる（
図示せず）。
【００６１】
　[0084]ワイヤレスデバイス２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信された信号
のレベルを検出および定量化しようとして使用され得る信号検出器２１８を含むことがで
きる。信号検出器２１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャ
リア当たりのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出することがで
きる。ワイヤレスデバイス２０２はまた、信号を処理する際に使用するためのデジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含むことができる。ＤＳＰ　２２０は、送信のためのデ
ータユニットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、データユニットは、
物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を備えることができる。いくつかの態様では、Ｐ
ＰＤＵはパケットと呼ばれる。
【００６２】
　[0085]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様では、ユーザインターフェース２
２２をさらに備えることができる。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイ
クロフォン、スピーカー、および／またはディスプレイを備えることができる。ユーザイ
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ンターフェース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／
またはユーザからの入力を受け取る、任意の要素またはコンポーネントを含むことができ
る。
【００６３】
　[0086]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互
いに結合され得る。バスシステム２２６は、データバスと、たとえば、さらにデータバス
に加えて、電力バスと、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含むことができる。ワ
イヤレスデバイス２０２のコンポーネントが、いくつかの他の機構を使用して、互いに結
合され得るか、または互いに対する入力を受け入れ、もしくは提供し得ることを、当業者
は諒解されよう。
【００６４】
　[0087]いくつかの別個のコンポーネントが図２に示されるが、コンポーネントのうちの
１つまたは複数が組み合わせられるかまたは共通に実装され得ることを、当業者なら認識
されよう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機
能を実施するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ　２２０に関して
上記で説明した機能を実施するためにも使用され得る。さらに、図２に示すコンポーネン
トの各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００６５】
　[0088]上記で説明したように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ　１０４またはＳＴ
Ａ　１０６を備えることができ、通信を送信および／または受信するために使用され得る
。ワイヤレスネットワークにおけるデバイス間で交換される通信は、パケットまたはフレ
ームを備えることができるデータユニットを含むことができる。いくつかの態様では、デ
ータユニットは、データフレーム、制御フレーム、および／または管理フレームを含むこ
とができる。データフレームは、ＡＰおよび／またはＳＴＡから他のＡＰｓおよび／また
はＳＴＡｓへデータを送信するために使用され得る。制御フレームは、様々な動作を実行
するために、およびデータを確実に配信するために（たとえば、データの受信を確認応答
すること、ＡＰｓのポーリング、エリアクリアリング動作、チャネル取得、キャリア検知
保守機能など）、データフレームとともに使用され得る。管理フレームは、様々な監視機
能のため（たとえば、ワイヤレスネットワークに参加し、ワイヤレスネットワークから離
脱するためなど）に使用され得る。
【００６６】
　[0089]本開示のいくつかの態様は、ＡＰ　１０４が、効率を改善するように最適化され
た方法でＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄの送信を割り振ることを可能にすることをサポー
トする。高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）ステーション、すなわち、（８０２．１１ａｘなど
の）８０２．１１高効率プロトコルを利用するステーションと、（８０２．１１ｂなどの
）より古いまたはレガシーの８０２．１１プロトコルを使用するステーションの両方は、
ワイヤレス媒体にアクセスする際に互いに競合または協調することができる。いくつかの
実施形態では、本明細書で説明される高効率８０２．１１プロトコルは、ＨＥＷおよびレ
ガシーのステーションが様々なＯＦＤＭＡトーンプラン（トーンマップと呼ばれることも
ある）に従って相互動作することを可能にすることができる。いくつかの実施形態では、
ＨＥＷステーションは、ＯＦＤＭＡにおける多元接続技法を使用することなどによって、
より効率的な方法でワイヤレス媒体にアクセスすることができる。したがって、集合住宅
または人口密度の高い公共空間の場合、高効率８０２．１１プロトコルを使用するＡＰｓ
および／またはＳＴＡｓは、アクティブなワイヤレスデバイスの数が増加するときでも、
低減されたレイテンシと増大されたネットワークスループットを経験することができ、そ
れによってユーザ体験を改善することができる。
【００６７】
　[0090]いくつかの実施形態では、ＡＰ　１０４は、ＨＥＷ　ＳＴＡｓのための様々なＤ
Ｌトーンプランに従って、ワイヤレス媒体上で送信することができる。たとえば、図１に
関して、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄは、ＨＥＷ　ＳＴＡｓであり得る。いくつかの実
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施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡｓは、レガシーのＳＴＡのシンボル持続時間の４倍のシンボ
ル持続時間を使用して通信することができる。したがって、送信される各シンボルは、持
続時間において４倍長くあり得る。より長いシンボル持続時間を使用するとき、個々のト
ーンの各々は、送信されるべき帯域幅の１／４しか必要となくてよい。たとえば、様々な
実施形態では、１ｘシンボル持続時間は４ｍｓであり得、４ｘシンボル持続時間は１６ｍ
ｓであり得る。ＡＰ　１０４は、通信帯域幅に基づいて、１つまたは複数のトーンプラン
に従ってＨＥＷ　ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄへメッセージを送信することができる。
いくつかの態様では、ＡＰ　１０４は、ＯＦＤＭＡを使用して複数のＨＥＷ　ＳＴＡｓへ
同時に送信するように構成され得る。
【００６８】
　ＵＬ　ＯＦＤＭＡおよびＤＬ　ＯＦＤＭＡにおける調和されたトーン割振り
　[0091]図３は、一実施形態による、例示的な２Ｎトーンプラン３００を示す。一実施形
態では、トーンプラン３００は、２ＮポイントＦＦＴを使用して生成された、周波数領域
におけるＯＦＤＭトーンに対応する。トーンプラン３００は、－Ｎ～Ｎ－１にインデック
ス付けされた２Ｎ個のＯＦＤＭトーンを含む。トーンプラン３００は、ガードトーン３１
０の２つのセットと、データ／パイロットトーン３２０の２つのセットと、直流（ＤＣ）
トーン３３０の１つのセットとを含む。様々な実施形態では、ガードトーン３１０および
ＤＣトーン３３０はヌル（null）であり得る。様々な実施形態では、トーンプラン３００
は、別の好適な数のパイロットトーンを含む、および／または他の好適なトーンロケーシ
ョンにおいてパイロットトーンを含む。
【００６９】
　[0092]いくつかの態様では、ＯＦＤＭＡトーンプランは、様々なＩＥＥＥ　８０２．１
１プロトコルと比較して、４ｘシンボル持続時間を使用する送信に提供され得る。たとえ
ば、４ｘシンボル持続時間は、それぞれ持続時間が１６ｍｓであるいくつかのシンボルを
使用し得る。
【００７０】
　[0093]いくつかの態様では、ＯＦＤＭＡサブバンドは、いくつかの異なるサイズの中に
入り得る。たとえば、ＯＦＤＭＡサブバンドは、５、１０、２０、４０、または８０ＭＨ
ｚとしての帯域幅を有し得る。いくつかの態様では、ＯＦＤＭＡトーンプランは、６４個
のトーンを含み得る、５ＭＨｚとしての最小サブバンドサイズを使用し得る。いくつかの
態様では、上記のサブバンドサイズを使用することは、デバイスが複数のサブバンドに割
り振られることを可能にすることによって、（５ＭＨｚの増分で）５～１６０ＭＨｚとし
ての帯域幅を介してデバイスが受信することを可能にし得る。概して、２０ＭＨｚのＦＦ
Ｔサイズは２５６個のトーンであり得、４０ＭＨｚのＦＦＴサイズは５１２個のトーンで
あり得、８０ＭＨｚのＦＦＴサイズは１０２４個のトーンであり得る。１６０ＭＨｚのＦ
ＦＴは２つの８０ＭＨｚセグメントを含み得、したがって、１０２４個のトーンの２つの
ＦＦＴを含み得る。
【００７１】
　[0094]いくつかの態様では、トーンプランは、できる限りアップリンクトーンプランと
ダウンリンクトーンプランとを調和させるように選ばれ得る。いくつかの態様では、トー
ンプランはまた、できる限り単一ユーザとＯＦＤＭＡ送信とを調和させるように選ばれ得
る。概して、たとえば、サブバンド帯域幅が２０ＭＨｚ未満でないことがあることを除い
て、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信が、単一のユーザ、またはＯＦＤＭＡにおける１つのユーザと同
じトーンプランを使用することが想定され得る。
【００７２】
　[0095]いくつかの態様では、いくつかの異なる設計制約が、トーンプラン（リソース割
振りプラン）を実施するときに使用され得る。たとえば、できる限り多くの既存のトーン
プランを使用することは、実施において必要とされる変更を限定するために有益であり得
る。さらに、各アップリンクＳＴＡからのＰＡ非線形性の影響（PA non-linearity impac
t）を低減するために、いくつかのガードトーンを割り当てること（budgeting）が有用で
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あり得る。たとえば、いくつかの態様では、２つ以上のデバイスによって送信されるＵＬ
　ＯＦＤＭＡパケットは、ユーザ間で２個のガードトーンを使用し得る。いくつかの態様
では、同様に、ユーザ間で他の数のガードトーンを使用することが有益であり得る。
【００７３】
　[0096]いくつかの態様では、８０２．１１ａｘパケットの中で使用されるパイロットト
ーンの数は、８０２．１１ａｃパケットの中で見つけられるそれらと類似であり得、ここ
において、パイロットトーンの数は、固定パイロットトーンを使用するとき、ＦＦＴサイ
ズを倍にするごとに２だけ増加する。しかしながら、トラベリングパイロットトーン（tr
aveling pilot tones）を使用するとき、パイロットトーンが、より低密度なその２５６
トーンＦＦＴ当たり８個のパイロットトーンであるべきでないように、より高密度のパイ
ロットトーンが必要とされることがある。
【００７４】
　[0097]いくつかの態様では、送信する際のいくつかのレベルの誤差に基づいて、好適な
トーンプランを規定することが望ましくあり得る。たとえば、ＷｉＦｉ（登録商標）のい
くつかの実装形態は、＋／－２０パーツパーミリオン（ｐｐｍ）または合計４０ｐｐｍ（
許容範囲を合計して）としての送信中心周波数誤差を使用することがある。この周波数オ
フセットの場合、７個のＤＣトーンが必要とされ得る。より精密な送信機キャリア周波数
オフセット（ＣＦＯ）要件（たとえば、１０ｐｐｍまたは２０ｐｐｍ）が満たされる場合
、３個または５個のＤＣトーンなどの、より少数のＤＣトーンが使用され得る。いくつか
の態様では、必要とされるＤＣトーンの数はまた、帯域幅とＦＦＴサイズとを増大させる
とともに増加し得る。
【００７５】
　[0098]いくつかの態様では、いくつかのガードトーンが帯域幅のエッジにおいて予約さ
れ得る。たとえば、１１個のガードトーンが予備品（reserves）であり得る（片側に６個
、および反対側に５個として）。このことは、（１ｘトーン持続時間を有する）８０２．
１１ａｃにおけるものと同じフィルタリングが、（４ｘトーン持続時間を伴う）８０２．
１１ａｘにおいて使用され得ることを想定する。たとえば、４ｘトーン持続時間を使用す
るときのより細いトーン、およびより急速なロールオフに起因して、このことは事実であ
り得る。
【００７６】
　[0099]いくつかの態様では、ダウンリンクリソースユニットとアップリンクリソースユ
ニットとを調和させることが好ましく、それらは本明細書で、割振り、割振りユニット、
および／またはトーン割振りユニット（ＴＡＵｓ）と呼ばれることもある。概して、この
ことは、非ＡＰ　ＳＴＡがソフトＡＰとして働くことができるとき、実装を最小限に抑え
得る。たとえＵＬおよびＤＬ　ＯＦＤＭＡトーンプランニングに差があっても、この調和
が行われ得る。たとえば、ＵＬ送信における各デバイスがそれ自体のパイロットを有し得
ながら、ＤＬがユーザ位相トラッキングごとに対して共通パイロットを使用することがで
きる。ＵＬ送信はまた、異なるユーザの送信の間にガードトーンを有することを好む場合
があるが、これはＤＬにおいては問題でないことがある。さらに、ＤＬ送信は広帯域マス
クに従い得、ＵＬ送信はＳＴＡごとのサブバンドマスクに従い得る。したがって、必要と
されるガードトーンの数は変化し得る。
【００７７】
　[00100]いくつかの態様では、動作モードと、必要とされる新たなトーンプランとを低
減するために、２０ＭＨｚのＳＴＡは、５、１０、または２０ＭＨｚの割振りを使用し得
、明示的な１５ＭＨｚ割振りを有しない。しかしながら、ＳＴＡが複数の割振りを許容さ
れ得るので、１つの５ＭＨｚ割振りと１つの１０ＭＨｚ割振りとを割り振られることによ
って、ＳＴＡが１５ＭＨｚの帯域幅を有する場合があることに留意されたい。そのような
複数の割振りは、必要とされるトーンプランの数を最小限に抑えながら、ＳＴＡへのスル
ープットを最大にし得る。同様に、４０ＭＨｚのＳＴＡは、５、１０、２０、または４０
ＭＨｚの割振りを使用し得、明示的な１５、２５、３０、または３５ＭＨｚ割振りを有し
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ない。さらに、８０ＭＨｚのＳＴＡは、５、１０、２０、４０、または８０ＭＨｚ割振り
を使用し得、明示的な他の量の割振りを有しない。いくつかの態様では、それぞれ、２４
個のデータトーン（３２ＦＦＴ）と１２個のデータトーン（１６ＦＦＴ）とを使用する、
２．５ＭＨｚ割振りまたは１．２５ＭＨｚ割振りも可能であり得る。１６０ＭＨｚ帯域幅
の場合、これは２つの８０ＭＨｚ帯域幅として扱われ得る。したがって、これらの割振り
は、本明細書の表における８０ＭＨｚ割振りと別個に記載されることを必要としないこと
がある。さらに、いくつかの態様では、各２０ＭＨｚ帯域幅部分が個々に処理され得るよ
うに、ＯＦＤＭＡユーザは、物理的な２０ＭＨｚ帯域幅を越えて乗りかからないように（
not to ride across physical 20 MHz bandwidths）構成され得る。すなわち、たとえば
、４０ＭＨｚが１つの２０ＭＨｚ割振りおよび２つの１０ＭＨｚ割振りに分割される場合
、第１の２０ＭＨｚと第２の２０ＭＨｚの両方が独立に処理され得るように、３つの割振
りを１０／２０／１０ではなく１０／１０／２０または２０／１０／１０として順序付け
ることが望ましくあり得る（その一方で、１０／２０／１０分割では、物理的な２０ＭＨ
ｚ帯域幅部分の両方にわたって２０ＭＨｚ割振りが送信されるので、このことが可能でな
いことがある）。
【００７８】
　[00101]いくつかの態様では、いくつかのトーンは、ＯＦＤＭＡトーン割振りの後の残
余であり得る。これらの残余トーンは、追加ＤＣトーン、追加パイロットトーン（トラッ
キングを改善する）、帯域幅のエッジにおける追加ガードトーン、およびアップリンクユ
ーザ間の追加ガードトーンのために使用され得る。さらに、これらの追加トーンは、同様
に、必要とされるとき、サブバンドＤＣトーンのために使用され得る。これらのトーンは
、同様に、トラッキングとチャネル推定とを改善するために使用され得る。残余トーンは
また、確認応答（ＡＣＫ）もしくはグループＡＣＫメッセージ、サブバンドサウンディン
グ、電力制御コマンド、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）アップ／ダウン制御コマ
ンド、または他の情報などの、情報を搬送するために使用され得る。いくつかの態様では
、そのような送信がより良好にレガシーデバイスと共存することを可能にするために、異
なるユーザ間により多くのガードトーンを必要とし得るマルチキャリアベースの手法がシ
ームレスに働き得る。
【００７９】
　[00102]いくつかの態様では、パッキング効率は、ＯＦＤＭＡ送信のための異なる事例
において異なり得る。たとえば、（ＦＦＴトーン数を単位とした）ＯＦＤＭＡ割振り帯域
幅は、（ＦＦＴサイズを単位とした）異なる総帯域幅に基づいて変化し得る。たとえば、
帯域幅の５ＭＨｚ部分は、その５ＭＨｚ部分が単一のユーザによって送信されている場合
、または異なる総帯域幅を有するＯＦＤＭＡ送信の一部において送信されている場合、異
なる数のデータトーンを搬送することができる場合がある。しかしながら、様々なタイプ
の送信を調和させるために、これらの各々が類似の数のデータトーンと他のトーンとを含
むことが有益であり得る。パッキング効率に起因して、このことは、上記で説明したよう
に、残余トーンをもたらし得る。
【００８０】
　[00103]有用であるために、トーンプランはまた、いくつかのＢＣＣ（バイナリ畳み込
みコード）インターリービング設計とＬＤＰＣ（低密度パリティチェック）トーンマッピ
ング距離設計とを満足すること、ならびにいくつかの異なる可能なＭＣＳｓにとって有効
であることを必要とし得る。概して、トーンプランを選ぶ際に、所望の帯域幅の各々に対
して最小数のＤＣトーン、ガードトーン、およびパイロットトーンを伴う、データトーン
の数（Ｎｄａｔａ）の上限を最初に取得することが有益であり得る。次に、それがいつＯ
ＦＤＭＡ割振りであるか、またはそれが単一のユーザ（ＳＵ）用の全体的な帯域幅である
ときの、サブバンド帯域幅ごとのデータトーンの数、すなわち、Ｎｄａｔａの上限を取得
することが有益であり得る。
【００８１】
　[00104]一般に、Ｎｄａｔａの約数（divisors）が、ＢＣＣインターリービング深度ＮC
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OLに対して使用され得る。次に、Ｎｄａｔａの約数はまた、既存のトーンプランにとって
トーンの間の中にあるＬＤＰＣトーンマッピング距離ＤTMとして使用され得る。最後に、
それが有益であり得ることは、ＭＣＳの除外される組合せの数およびデータストリームの
数が比較的小さく保たれることである。概して、このトーンマッピングの後に残余トーン
がある場合、それらは追加ＤＣトーン、追加ガードトーン、または追加パイロットトーン
として使用され得る。したがって、インターリーバパラメータおよびＬＤＰＣトーンマッ
ピング距離は、これらのファクタを念頭に置いて選ばれ得る。
【００８２】
　[00105]図４は、本開示の態様による、いくつかの異なる帯域幅に対して使用され得る
一般的なトーンプランの図である。この図では、帯域幅モードは、送信の総帯域幅（＞＝
２０ＭＨｚのとき）、またはサブバンド幅であり得る。いくつかの態様では、アステリス
ク（＊）を伴う行は、ＯＦＤＭＡにおけるトーン割振りのための以下の例で使用されるも
のである。たとえば、２０ＭＨｚ当たり最高４ユーザ、および８０ＭＨｚ当たり最高１６
ユーザがあり得ることを想定する場合、これらの帯域幅は、各アップリンクユーザが少な
くとも１個のパイロットトーンを有することを可能にし得る。概して、単一ユーザトーン
プランは、マルチユーザトーンプランとそれほど大きく異なっていないことになる。さら
に、アステリスクを伴う行は、ダウンリンクＳＴＡが、帯域幅の１／４だけをフィルタ処
理および復号し、トラッキング目的のために依然として十分な数のパイロットトーンを有
することを可能にし得る。たとえば、ＤＬ　ＳＴＡは、不必要な処理を低減するために、
そのデバイスに向けられる帯域幅の２０ＭＨｚ部分を復号するだけであり得る。
【００８３】
　[00106]この図におけるいくつかの行は、インターリーバパラメータまたはＬＤＰＣト
ーンマッピング距離のための複数の実施形態を含む。いくつかの態様では、パラメータ値
に対して複数の異なる実施形態の間で選ぶとき、シミュレーションを実行することが有益
であり得る。いくつかの態様では、類似の性能を得る、およびこれらの技法の実装を容易
にするために、ハードウェアと互換性のある値にできる限り近いパラメータ値を選ぶこと
が有益であり得る。概して、Ｎｃｏｌ×ＬＤＰＣトーンマッピング距離が、しばしば、デ
ータトーンの数に等しいことが観測され得る。
【００８４】
　[00107]この図では、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含む、５
ＭＨｚ帯域幅モード、６４個のＦＦＴトーンが使用され得る。５ＭＨｚモードは単一の送
信として含まれないので（すべての送信が２０ＭＨｚ以上である）、そのようなモードは
、特定の数のＤＣトーンまたはガードトーンが明示的に割り当てられる必要がない。これ
は、インターリーバパラメータの１３としてのＮｃｏｌ、４つ以下の空間ストリームがあ
るときの１１としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間ストリームがあるときの６とし
てのＮｒｏｔを用いて、残余トーンがないこと、４としてのＬＤＰＣトーンマッピング距
離をもたらし得る。
【００８５】
　[00108]１０ＭＨｚ帯域幅モードでは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロット
トーンとを含む、１２８個のＦＦＴトーンが使用され得る。１０ＭＨｚモードは単一の送
信として含まれないので（すべての送信が２０ＭＨｚ以上である）、そのようなモードは
、特定の数のＤＣトーンまたはガードトーンが明示的に割り当てられる必要がない。これ
は、インターリーバパラメータの１８としてのＮｃｏｌ、４つ以下の空間ストリームがあ
るときの２９としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間ストリームがあるときの１３と
してのＮｒｏｔを用いて、残余トーンがないこと、６としてのＬＤＰＣトーンマッピング
距離をもたらし得る。
【００８６】
　[00109]第１の２０ＭＨｚ帯域幅モードでは、２３４個のデータトーンと、８個のパイ
ロットトーンとを含む、２５６個のＦＦＴトーンが使用され得る。この２０ＭＨｚモード
は、３個のＤＣトーンと、エッジにおける１１個のガードトーン（片側に６個、反対側に
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５個）とを含み得る。これは、インターリーバパラメータの２６としてのＮｃｏｌ、４つ
以下の空間ストリームがあるときの５８としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間スト
リームがあるときの２８としてのＮｒｏｔを用いて、残余トーンがないこと、９としての
ＬＤＰＣトーンマッピング距離をもたらし得る。
【００８７】
　[00110]第２の２０ＭＨｚ帯域幅モードでは、２２８個のデータトーンと、８個のパイ
ロットトーンとを含む、２５６個のＦＦＴトーンが使用され得る。この２０ＭＨｚモード
は、７個のＤＣトーンと、エッジにおける１１個のガードトーン（片側に６個、反対側に
５個）とを含み得る。前述のように、送信しているデバイスにおいて許されるキャリア周
波数オフセットに基づいて、より多くのＤＣトーンを使用することが必要とされることが
ある。これは、インターリーバパラメータの１９または３８としてのＮｃｏｌ、４つ以下
の空間ストリームがあるときの５８としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間ストリー
ムがあるときの２８としてのＮｒｏｔを用いて、２個の残余トーン、１２または１９とし
てのＬＤＰＣトーンマッピング距離をもたらし得る。
【００８８】
　[00111]４０ＭＨｚ帯域幅モードでは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロッ
トトーンとを含む、５１２個のＦＦＴトーンが使用され得る。この４０ＭＨｚモードは、
１１個のＤＣトーンと、エッジにおける１１個のガードトーン（片側に６個、反対側に５
個）とを含み得る。これは、インターリーバパラメータの２６としてのＮｃｏｌ、４つ以
下の空間ストリームがあるときの５８としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間ストリ
ームがあるときの２８としてのＮｒｏｔを用いて、６個の残余トーン、９としてのＬＤＰ
Ｃトーンマッピング距離をもたらし得る。
【００８９】
　[00112]第１の８０ＭＨｚ帯域幅モードでは、９９６個のデータトーンと、１２個のパ
イロットトーンとを含む、１０２４個のＦＦＴトーンが使用され得る。この８０ＭＨｚモ
ードは、５個のＤＣトーンと、エッジにおける１１個のガードトーン（片側に６個、反対
側に５個）とを含み得る。これは、インターリーバパラメータの８３としてのＮｃｏｌ、
４つ以下の空間ストリームがあるときの２４８としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空
間ストリームがあるときの１２０としてのＮｒｏｔを用いて、残余トーンがないこと、１
２としてのＬＤＰＣトーンマッピング距離をもたらし得る。
【００９０】
　[00113]第２の８０ＭＨｚ帯域幅モードでは、９７２個のデータトーンと、３２個のパ
イロットトーンとを含む、１０２４個のＦＦＴトーンが使用され得る。この８０ＭＨｚモ
ードは、５個のＤＣトーンと、エッジにおける１１個のガードトーン（片側に６個、反対
側に５個）とを含み得る。これは、インターリーバパラメータの５４としてのＮｃｏｌ、
４つ以下の空間ストリームがあるときの２４３としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空
間ストリームがあるときの１２０としてのＮｒｏｔを用いて、４個の残余トーン、１８ま
たは３６としてのＬＤＰＣトーンマッピング距離をもたらし得る。
【００９１】
　[00114]第３の８０ＭＨｚ帯域幅モードでは、９９０個のデータトーンと、１６個のパ
イロットトーンとを含む、１０２４個のＦＦＴトーンが使用され得る。この８０ＭＨｚモ
ードは、７個のＤＣトーンと、エッジにおける１１個のガードトーン（片側に６個、反対
側に５個）とを含み得る。前述のように、送信しているデバイスにおいて許されるキャリ
ア周波数オフセットに基づいて、より多くのＤＣトーンを使用することが必要とされるこ
とがある。これは、インターリーバパラメータの５５としてのＮｃｏｌ、４つ以下の空間
ストリームがあるときの２４８としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間ストリームが
あるときの１２０としてのＮｒｏｔを用いて、残余トーンがないこと、１８、３０、また
は３３としてのＬＤＰＣトーンマッピング距離をもたらし得る。
【００９２】
　[00115]第４の８０ＭＨｚ帯域幅モードでは、９７２個のデータトーンと、３２個のパ
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イロットトーンとを含む、１０２４個のＦＦＴトーンが使用され得る。この８０ＭＨｚモ
ードは、７個のＤＣトーンと、エッジにおける１３個のガードトーンとを含み得る。前述
のように、送信しているデバイスにおいて許されるキャリア周波数オフセットに基づいて
、より多くのＤＣトーンを使用することが必要とされることがある。これは、インターリ
ーバパラメータの５４としてのＮｃｏｌ、４つ以下の空間ストリームがあるときの２４３
としてのＮｒｏｔ、および４つを超える空間ストリームがあるときの１２０としてのＮｒ
ｏｔを用いて、残余トーンがないこと、１８または３６としてのＬＤＰＣトーンマッピン
グ距離をもたらし得る。
【００９３】
　[00116]図５は、２０ＭＨｚ送信において使用され得るトーン割振りの例示的な図であ
る。概して、ここおよび大部分が後で記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ
に注目する（focus）。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを
使用することができ、またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイ
ロットを使用する間のみ、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのよ
うなＤＬ割振り方式は、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多く
の残余トーンを残すことになる。割振りタイプごとに他の並べ替え（permutaions）も可
能であることに留意されたい。ここおよび以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位
置しているユーザがないように、各半帯域幅（each half-bandwidth）を自蔵させる（be 
self-contained）ように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１０
）。
【００９４】
　[00117]単一の割振りを有する２０ＭＨｚトーンプランは、１つの２０ＭＨｚ割振りを
含む。この割振りは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと、３個のＤ
Ｃトーンとを含み得る。前に述べたように、このことは例にすぎない　－　他の割振りも
使用され得る。たとえば、大きいキャリア周波数オフセットに対応するために、７個のＤ
Ｃトーンが使用され得、その場合、この割振りは、２２８個のデータトーンと、８個のパ
イロットトーンと、７個のＤＣトーンとを含み得る。単一のユーザしかいないので、ユー
ザ間のガードトーンは必要とされない。この割振りは、エッジにおける１１個のガードト
ーン（片側に６個、反対側に５個）を有し得、いかなる残余トーンも有し得ない。
【００９５】
　[00118]２つの割振りを有する２０ＭＨｚトーンプランは、２つの１０ＭＨｚ割振りを
含み得る。これらの１０ＭＨｚ割振りの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイ
ロットトーンとを含み得る。いくつかの態様では、２つの割振りの間に７個または１１個
のガードトーンがあり得る。これらのガードトーンは、割振りサイズ（１０／１０－半分
に分割される）のために、送信におけるＤＣトーンである。いくつかの態様では、１１個
のＤＣトーンが使用されるとき、この送信は、２つの物理的な１０ＭＨｚバンドと同等で
あり得、それぞれが、エッジにおける１１個のガードトーンを有する。このトーンプラン
は、エッジにおける１１個のガードトーンと、ＵＬユーザ間の何個のガードトーンが使用
されるのかに応じて１０個または６個の残余トーンとを含む。
【００９６】
　[00119]３つの割振りを有する２０ＭＨｚトーンプランは、１つの１０ＭＨｚ割振りと
２つの５ＭＨｚ割振りとを含み得る。１０ＭＨｚ割振りは、１０８個のデータトーンと、
６個のパイロットトーンとを含み得、各５ＭＨｚ割振りは、５２個のデータトーンと、４
個のパイロットトーンとを含み得る。いくつかの態様では、割振りの間に３／３個または
７／９個のガードトーンがあり得る。すなわち、２つの５ＭＨｚ割振りの間に３個または
７個のガードトーン、および第２の５ＭＨｚ割振りと１０ＭＨｚ割振りとの間に３個また
は９個のガードトーンがあり得る。送信のエッジにおける１１個または９個のガードトー
ン、および１３個または５個の残余トーンがあり得る。
【００９７】
　[00120]４つの割振りを有する２０ＭＨｚトーンプランは、４つの５ＭＨｚ割振りを含
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み得る。各５ＭＨｚ割振りは、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含
み得る。いくつかの態様では、割振りの間に３／３／３個または７／７／７個のガードト
ーンがあり得、すなわち、割振りの各々の間に３個または７個のいずれかのガードトーン
があり得る。送信のエッジにおける１１個または７個のガードトーン、および１２個また
は４個の残余トーンがあり得る。
【００９８】
　[00121]図６は、４０ＭＨｚ送信において使用され得るトーン割振りの例示的な図であ
る。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目する。ダウ
ンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ、または
トラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間のみ、デ
ータトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式は、上記
で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残すことにな
る。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここおよび以下
に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半帯域幅を
自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１０）。
【００９９】
　[00122]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１００】
　[00123]単一の割振りのための４０ＭＨｚトーンプランは、４０ＭＨｚ割振りを含む。
この割振りは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンと、１１個のデー
タトーンとを含み得る。このトーンプランは、エッジにおける１１個のガードトーンを含
み、６個の残余トーンを有する。
【０１０１】
　[00124]２つの割振りのための４０ＭＨｚトーンプランは、２つの２０ＭＨｚ割振りを
含む。これらの割振りの各々は、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと
を含み得る。このトーンプランは、ＵＬユーザ間での７個または１１個のガードトーンと
、エッジにおける１１個のガードトーンと、１０個または６個の残余トーンとを含み得る
。いくつかの態様では、２２８個のデータトーンプランに関して上記で説明したように、
他の数のデータトーンも使用され得る。
【０１０２】
　[00125]３つの割振りのための４０ＭＨｚトーンプランは、２個の１０ＭＨｚサブバン
ドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個
のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４
個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間
での３／１１個または１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個のガードト
ーンと、１４個または６個の残余トーンとを含み得る。
【０１０３】
　[00126]４つの割振りのための第１の４０ＭＨｚトーンプランは、４個の１０ＭＨｚサ
ブバンドを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパ
イロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／１１／３個または１１
／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個のガードトーンと、２８個また
は１２個の残余トーンとを含み得る。
【０１０４】
　[00127]４つの割振りのための第２の４０ＭＨｚトーンプランは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、



(33) JP 2017-530599 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み
、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含
む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／１１個または７／９／１１個のガードト
ーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと、１６個または８個の残余ト
ーンとを含み得る。
【０１０５】
　[00128]５つの割振りのための第１の４０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個
のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４
個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間
での３／３／３／１１個または７／７／７／９個のガードトーンと、エッジにおける１１
個または９個のガードトーンと、１５個または７個の残余トーンとを含み得る。
【０１０６】
　[00129]図７は、４０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な
図である。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目する
。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ、
またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間の
み、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式は
、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残すこ
とになる。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここおよ
び以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半帯
域幅を自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１０
）。
【０１０７】
　[00130]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１０８】
　[00131]５つの割振りのための第２の４０ＭＨｚトーンプランは（第１は図６にある）
、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバ
ンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚ
サブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。こ
のトーンプランは、ユーザ間での３／３／１１／３個または７／９／１１／１１個のガー
ドトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと、２７個または１１個の
残余トーンとを含み得る。
【０１０９】
　[00132]６つの割振りのための４０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブバンド
と、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデー
タトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８
個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間
での３／３／３／１１／３個または７／７／７／９／１１個のガードトーンと、エッジに
おける１１個または９個のガードトーンと、２６個または１０個の残余トーンとを含み得
る。
【０１１０】
　[00133]７つの割振りのための４０ＭＨｚトーンプランは、６個の５ＭＨｚサブバンド
と、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデー
タトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデ
ータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３
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／３／３／１１／３／３個または７／７／７／７／７／９個のガードトーンと、エッジに
おける１１個または９個のガードトーンと、２５個または９個の残余トーンとを含み得る
。
【０１１１】
　[00134]８つの割振りのための４０ＭＨｚトーンプランは、８個の５ＭＨｚサブバンド
を含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトー
ンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３個または
７／７／７／７／７／７／７個のガードトーンと、エッジにおける１１個または７個のガ
ードトーンと、２４個または８個の残余トーンとを含み得る。
【０１１２】
　[00135]いくつかの態様では、割振りタイプごとに他の並べ替えも可能である。たとえ
ば、ここで示す例は、広帯域ＤＣに位置しているユーザがなく、２つ以上のユーザがその
半帯域幅にある場合に半帯域幅ＤＣがないように、各半帯域幅を自蔵させるように構成さ
れている。さらに、可能な場合に５ＭＨｚユーザを帯域幅のエッジに割り振らないことに
よって、可能な場合、１１個のガードトーンがあることがエッジであることを確実にする
ことができる。
【０１１３】
　[00136]上記に示したように、時には、１．２５ＭＨｚ（１２個のデータトーンを有す
る）または２．５ＭＨｚ（２４個のデータトーンを有する）の、追加の小さいパケットを
収容するのに十分な残余トーンがあり得る。そのような小さいパケットを可能にすること
に対して、利点と不都合の両方があり得る。たとえば、そのようなパケットは、確実にパ
ッキング効率を改善し、より多くのデータが同じ帯域幅を介して送信されることを可能に
する。いくつかの態様では、このことがＤＬ　ＯＦＤＭＡにとって可能な唯一の利益であ
り得るので、このことはＤＬ　ＯＦＤＭＡパケットにとって特に重要であり得る。しかし
ながら、小さいパケットは、ＯＦＤＭＡスケジュールをはるかに複雑にさせることがある
。たとえば、そのような小さいパケットがいつ必要とされるのか、および小さいパケット
を総帯域幅内でどこに配置するべきかを決定するために、スケジューリングが必要である
ことになる。さらに、そのような小さいパケットは、マルチキャリアベースのサブバンド
ごとの送信を無効にすることがあり、その場合、帯域幅の各２０ＭＨｚ（または、他のサ
イズ）部分が他の部分から独立して復号され得る。
【０１１４】
　[00137]図８は、８０ＭＨｚ送信において使用され得るトーン割振りの例示的な図であ
る。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目する。ダウ
ンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ、または
トラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間のみ、デ
ータトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式は、上記
で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残すことにな
る。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここおよび以下
に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半帯域幅を
自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１０）。
【０１１５】
　[00138]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１１６】
　[00139]１つの割振りのための８０ＭＨｚトーンプランは、１個の８０ＭＨｚサブバン
ドを含む。８０ＭＨｚサブバンドは、９９０個のデータトーンと、１６個のパイロットト
ーンと、７個のデータトーンとを含み得る。このトーンプランは、エッジにおける１１個
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のガードトーンを含み得、残余トーンを含まないことがある。いくつかの態様では、図４
に示すように、他のトーンプランも使用され得る。
【０１１７】
　[00140]２つの割振りのための８０ＭＨｚトーンプランは、２個の４０ＭＨｚサブバン
ドを含む。４０ＭＨｚサブバンドの各々は、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロ
ットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での７個または１１個のガードトー
ンと、エッジにおける１１個のガードトーンと、３８個または３４個の残余トーンとを含
み得る。
【０１１８】
　[00141]３つの割振りのための８０ＭＨｚトーンプランは、２個の２０ＭＨｚサブバン
ドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。２０ＭＨｚサブバンドの各々は、２３４個
のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含み、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８
個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ
間での１１／７個または１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個のガード
トーンと、２７個または２３個の残余トーンとを含み得る。
【０１１９】
　[00142]４つの割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の２０ＭＨｚサ
ブバンドを含む。２０ＭＨｚサブバンドの各々は、２３４個のデータトーンと、８のパイ
ロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での１１／７／１１個または１１
／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個のガードトーンと、１６個また
は１２個の残余トーンとを含み得る。
【０１２０】
　[00143]４つの割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の１０ＭＨｚサ
ブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。１
０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを
含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと
を含み、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトー
ンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／１１／７個または１１／１１／１１
個のガードトーンと、エッジにおける１１個のガードトーンと、３８個または２６個の残
余トーンとを含み得る。
【０１２１】
　[00144]５つの割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の１０ＭＨｚサ
ブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１
０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み、４０ＭＨｚサブバンドは、
４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、
ユーザ間での３／１１／３／７個または１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エ
ッジにおける１１個のガードトーンと、４９個または２９個の残余トーンとを含み得る。
【０１２２】
　[00145]５つの割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０
ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４
個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、
６個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと
、８個のパイロットトーンとを含み、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーン
と、１６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／１
１／７個または７／９／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９
個のガードトーンと、３７個または２５個の残余トーンとを含み得る。
【０１２３】
　[00146]図９は、８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的な
図である。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目する
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。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ、
またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間の
み、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式は
、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残すこ
とになる。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここおよ
び以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半帯
域幅を自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１０
）。
【０１２４】
　[00147]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１２５】
　[00148]５つの割振りのための第３の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の１０ＭＨｚサ
ブバンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１
０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドの各
々は、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプラン
は、ユーザ間での３／１１／７／１１個または１１／１１／１１／１１個のガードトーン
と、エッジにおける１１個のガードトーンと、２７個または１５個の残余トーンとを含み
得る。
【０１２６】
　[00149]６つの割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンと
を含み、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトー
ンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／１１／３／７個または７／９／
１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーン
と、４８個または２８個の残余トーンとを含み得る。
【０１２７】
　[00150]６つの割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含み
、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンとを
含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／７個または７／７／７／９
／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと、３６個
または２４個の残余トーンとを含み得る。
【０１２８】
　[00151]６つの割振りのための第３の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の１０ＭＨｚサ
ブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１
０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドの各
々は、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプラン
は、ユーザ間での３／１１／３／７／１１個または１１／１１／１１／１１／１１個のガ
ードトーンと、エッジにおける１１個のガードトーンと、３８個または１８個の残余トー
ンとを含み得る。
【０１２９】
　[00152]７つの割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブ
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バンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンと
を含み、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトー
ンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／７個または７／
７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガード
トーンと、４７個または２７個の残余トーンとを含み得る。
【０１３０】
　[00153]７つの割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、６個の１０ＭＨｚサ
ブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１
０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、
２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユ
ーザ間での３／１１／３／７／３／１１個または１１／１１／１１／１１／１１／１１個
のガードトーンと、エッジにおける１１個のガードトーンと、４９個または２１個の残余
トーンとを含み得る。
【０１３１】
　[00154]図１０は、８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的
な図である。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目す
る。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ
、またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間
のみ、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式
は、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残す
ことになる。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここお
よび以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半
帯域幅を自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１
０）。
【０１３２】
　[00155]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１３３】
　[00156]７つの割振りのための第３の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンと
を含み、２０ＭＨｚサブバンドの各々は、２３４個のデータトーンと、８個のパイロット
トーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／１１／３／７／１１個また
は７／９／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９
個のガードトーンと、３７個または１７個の残余トーンとを含み得る。
【０１３４】
　[00157]７つの割振りのための第４の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブ
バンドと、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個
のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドの各々は、
２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユ
ーザ間での３／３／３／１１／７／１１個または７／７／７／９／１１／１１個のガード
トーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと、２５個または１３個の残
余トーンとを含み得る。
【０１３５】
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　[00158]８つの割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、８個の１０ＭＨｚサ
ブバンドを含む。１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパ
イロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／１１／３／７／７／１
１／３個または１１／１１／１１／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジ
における１１個のガードトーンと、６０個または２４個の残余トーンとを含み得る。
【０１３６】
　[00159]８つの割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、６個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み
、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンとを
含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／７個または７／７
／７／７／７／９／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガード
トーンと、４６個または２６個の残余トーンとを含み得る。
【０１３７】
　[00160]８つの割振りのための第３の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブ
バンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンと
を含み、２０ＭＨｚサブバンドの各々は、２３４個のデータトーンと、８個のパイロット
トーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／７／１１個
または７／７／７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個ま
たは９個のガードトーンと、３６個または１６個の残余トーンとを含み得る。
【０１３８】
　[00161]図１１は、８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的
な図である。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目す
る。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ
、またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間
のみ、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式
は、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残す
ことになる。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここお
よび以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半
帯域幅を自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１
０）。
【０１３９】
　[00162]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１４０】
　[00163]８つの割振りのための第４の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンと
を含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーン
とを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／１１／３／７／３／１１個または
７／９／１１／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個また
は９個のガードトーンと、４８個または１６個の残余トーンとを含み得る。
【０１４１】
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　[00164]９つの割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、８個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個
のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、４０ＭＨｚサブバンドは、４６８
個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ
間での３／３／３／１１／３／３／３／７個または７／７／７／７／７／７／７／９個の
ガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと、４５個または２５
個の残余トーンとを含み得る。
【０１４２】
　[00165]９つの割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサブ
バンドと、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンと
を含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーン
とを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／７／３／１１個ま
たは７／７／７／９／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１
個または９個のガードトーンと、４７個または１９個の残余トーンとを含み得る。
【０１４３】
　[00166]９つの割振りのための第３の８０ＭＨｚトーンプランは、６個の５ＭＨｚサブ
バンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５Ｍ
Ｈｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、
１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含み
、２０ＭＨｚサブバンドの各々は、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーン
とを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／７／１１個ま
たは７／７／７／７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個ま
たは９個のガードトーンと、３５個または１５個の残余トーンとを含み得る。
【０１４４】
　[00167]９つの割振りのための第４の８０ＭＨｚトーンプランは、２個の５ＭＨｚサブ
バンドと、７個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個
のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々は、
１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユ
ーザ間での３／３／１１／３／７／３／１１／３個または７／９／１１／１１／１１／１
１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと
、５９個または２３個の残余トーンとを含み得る。
【０１４５】
　[00168]１０個の割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、８個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２
個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドの各々は
、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、
ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／１１個または７／７／７／７／７／７
／７／９／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと
、３４個または１４個の残余トーンとを含み得る。
【０１４６】
　[00169]図１２は、８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的
な図である。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目す
る。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ
、またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間
のみ、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式
は、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残す
ことになる。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここお
よび以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半
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帯域幅を自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１
０）。
【０１４７】
　[00170]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１４８】
　[00171]１０個の割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、６個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５
ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み
、１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーン
とを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトー
ンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／７／３／１
１個または７／７／７／７／７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにお
ける１１個または９個のガードトーンと、４６個または１８個の残余トーンとを含み得る
。
【０１４９】
　[00172]１０個の割振りのための第３の８０ＭＨｚトーンプランは、４個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、６個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２
個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々は
、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、
ユーザ間での３／３／３／１１／３／７／３／１１／３個または７／７／７／９／１１／
１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガード
トーンと、５８個または２２個の残余トーンとを含み得る。
【０１５０】
　[00173]１１個の割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、８個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５
ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み
、１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーン
とを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトー
ンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３
／１１個または７／７／７／７／７／７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、エッ
ジにおける１１個または９個のガードトーンと、４５個または１７個の残余トーンとを含
み得る。
【０１５１】
　[00174]１１個の割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、６個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２
個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々は
、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、
ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／７／３／１１／３個または７／７／７／７／７
／９／１１／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個の
ガードトーンと、５７個または２１個の残余トーンとを含み得る。
【０１５２】
　[00175]１２個の割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、１０個の５ＭＨｚ
サブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。
５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含
み、１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを
含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンと
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を含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３
／１１個または７／７／７／７／７／７／７／７／７／９／１１個のガードトーンと、エ
ッジにおける１１個または９個のガードトーンと、４４個または１６個の残余トーンとを
含み得る。
【０１５３】
　[00176]１２個の割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、８個の５ＭＨｚサ
ブバンドと、４個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２
個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々は
、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、
ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／１１／３個または７／７／７／７
／７／７／７／９／１１／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１個または
９個のガードトーンと、５６個または２０個の残余トーンとを含み得る。
【０１５４】
　[00177]図１３は、８０ＭＨｚ送信において使用され得る追加のトーン割振りの例示的
な図である。概して、ここに記載されるトーン割振りの例は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡに注目す
る。ダウンリンクに対して、簡単のためにＵＬと同じ割振りプランを使用することができ
、またはトラベリングパイロットを伴うと、ＤＬユーザは、共通パイロットを使用する間
のみ、データトーンを分割することによって割り振られ得る。そのようなＤＬ割振り方式
は、上記で説明したようないくつかの方法で使用され得る、より多くの残余トーンを残す
ことになる。割振りタイプごとに他の並べ替えも可能であることに留意されたい。ここお
よび以下に記載される例は、広帯域ＤＣトーンに位置しているユーザがないように、各半
帯域幅を自蔵させるように順序付けられる（たとえば、５／１０／５ではなく５／５／１
０）。
【０１５５】
　[00178]アップリンクユーザ間でのガードトーンの数に対して、２つのオプションが記
載される。第１のオプションは、全帯域の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは
、サブＤＣトーンを有する各物理サブバンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サ
ブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順であることが想定される。たとえば、降順などの他
の順序も使用され得る。
【０１５６】
　[00179]１３個の割振りのための第１の８０ＭＨｚトーンプランは、１０個の５ＭＨｚ
サブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５
２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々
は、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは
、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／１１／３個または７／７／
７／７／７／７／７／７／７／９／１１／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１
個または９個のガードトーンと、５５個または１９個の残余トーンとを含み得る。
【０１５７】
　[00180]１３個の割振りのための第２の８０ＭＨｚトーンプランは、１２個の５ＭＨｚ
サブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５
２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、２０ＭＨｚサブバンドは、２
３４個のデータトーンと、８個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユー
ザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／３／１１個または７／７／７／７
／７／７／７／７／７／７／７／９個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９
個のガードトーンと、４３個または１５個の残余トーンとを含み得る。
【０１５８】
　[00181]１４個の割振りのための８０ＭＨｚトーンプランは、１２個の５ＭＨｚサブバ
ンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個の
データトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドの各々は、１
０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユー



(42) JP 2017-530599 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

ザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／３／１１／３個または７／７／７
／７／７／７／７／７／７／７／７／９／１１個のガードトーンと、エッジにおける１１
個または９個のガードトーンと、５４個または１８個の残余トーンとを含み得る。
【０１５９】
　[00182]１５個の割振りのための８０ＭＨｚトーンプランは、１４個の５ＭＨｚサブバ
ンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個の
データトーンと、４個のパイロットトーンとを含み、１０ＭＨｚサブバンドは、１０８個
のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを含む。このトーンプランは、ユーザ間で
の３／３／３／１１／３／３／３／７／３／３／３／１１／３／３個または７／７／７／
７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／９個のガードトーンと、エッジにおける１１
個または９個のガードトーンと、５３個または１７個の残余トーンとを含み得る。
【０１６０】
　[00183]１６個の割振りのための８０ＭＨｚトーンプランは、１６個の５ＭＨｚサブバ
ンドを含む。５ＭＨｚサブバンドの各々は、５２個のデータトーンと、４個のパイロット
とを含む。このトーンプランは、ユーザ間での３／３／３／１１／３／３／３／７／３／
３／３／１１／３／３／３個または７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／７／
７／７／７個のガードトーンと、エッジにおける１１個または９個のガードトーンと、５
２個または１４個の残余トーンとを含み得る。
【０１６１】
　[00184]これらの８０ＭＨｚトーンプランの各々に対して、アップリンクユーザ間での
ガードトーンの数について２つのオプションが記載される。第１のオプションは、全帯域
の元来の数のＤＣトーンに従い、第２のセットは、サブＤＣトーンを有する各物理サブバ
ンド上での送信を得る。各セットでの順序は、サブバンド割振りがＢＷサイズでの昇順で
あることが想定される。たとえば、降順などの他の順序も使用され得る。
【０１６２】
　[00185]概して、ダウンリンクトーンプランニングおよびアップリンクトーンプランニ
ングに対して、２つのオプション、すなわち、マルチキャリアトーン割振りおよび単一キ
ャリアトーン割振りが利用可能である。マルチキャリアトーン割振りでは、各ユーザのサ
ブバンドは、総帯域幅における物理サブバンドである。言い換えれば、ユーザは、それの
トーンプランではなく、総帯域幅を分割する。たとえば、２０ＭＨｚを有する４つのユー
ザは各々、合計８０ＭＨｚを介して送信し得る。各ユーザは、５２個のデータトーン（１
ｘシンボル持続時間において）および４個のデータトーンを有する物理的な２０ＭＨｚサ
ブバンドを占有し得、そのため、合計で、２０８個のデータトーン＋１６個のパイロット
トーンが合計８０ＭＨｚにおいて使用され、それは、１ｘ８０ＭＨｚ送信のために使用さ
れる２３４個のデータトーンおよび８個のパイロットトーンよりも少ない。単一キャリア
トーン割振りでは、送信の総帯域幅に対するトーンプラン（ＤＬのためのデータトーンの
数、およびＵＬのためのデータ＋パイロットトーンの数）は、ユーザによって分割される
。たとえば、上記の同じ４つのユーザを伴うと、ユーザは、２３４個のデータトーンをそ
れらの間で分割し得る。同様に、３つのユーザを有し５／１０／５分割を伴う１ｘにおけ
る２０ＭＨｚ送信の場合、５２個のデータトーンは、１３／２６／１３個のデータトーン
を生み出すように分割され得る。
【０１６３】
　[00186]マルチキャリアトーン割振りは、トーン定義の変更を用いてレガシー送信と混
合しやすいという利点を有し得る。さらに、ＤＬおよびＵＬは、同じトーンプランを共有
し得、ＤＬは、それらのパイロットトラッキングのために、依然として広帯域の共通パイ
ロットを使用し得る。さらに、このシステムは、トーンプランニングにおけるより小さい
複雑さを可能にし得る。しかしながら、そのような手法の１つの不都合は、それが、（サ
ブバンドガードトーンである）ユーザ間でのトーンからなるいくつかの中間トーンと、サ
ブバンドＤＣトーンと、サブバンドパイロットトーンとを浪費する場合があることである
。既存のトーンプランに加えて、このことはまた、上記に記載したものなどの新たなトー
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ン割振りの設計を必要とする場合がある。図１４は、様々な帯域幅における１ｘ送信およ
び４ｘ送信のための、ＭＨｚ単位でのＦＦＴサイズの図である。概して、上記のトーンプ
ランは、マルチキャリアトーン割振りを使用し得る。
【０１６４】
　[00187]単一キャリアトーン割振りは、一方、ユーザ間でのトーンが、ユーザによって
分割される使用可能なトーンとして上記で説明するような、中間トーン（mid-tones）を
節約し得る。しかしながら、レガシーデバイスと比較して、互換性のあるＯＦＤＭＡユー
ザグループが、それらのデバイスによって使用される追加トーンを使用することを可能に
するために、そのようなトーン割振りは、レガシー送信と混合されるときにトーンインデ
ックスの再定義を必要とする場合がある。さらに、ＤＬおよびＵＬは、共通パイロット／
ユーザごとのパイロット、およびユーザ間でのガードトーンに起因して、異なるトーンプ
ランを必要とする場合がある。概して、ＤＬは、ユーザごとの位相トラッキングのために
共通パイロットを使用し得、そのため、広帯域パイロット構造が、有用なトーンが複数の
ユーザの間で分割されるときのように保たれ得る。さらに、異なるユーザへのパケットが
ＡＰにおいて同期しており、したがって、ユーザのサブバンド間の直交性がＯＦＤＭ動作
によって保たれているので、ＤＬ　ＯＦＤＭＡにとってユーザ間でのガードトーンは必要
とされない。ＤＬ送信は、十分に広帯域マスクに従い、ＵＬ送信は、ＳＴＡごとのサブバ
ンドマスクに従うべきである。対象とされない受信機の場合、それらは、同時のＵＬ送信
に起因して、サブバンド信号ではなく広帯域信号を見ることになる。サブバンドマスクが
広帯域マスクよりも狭い（tighter）ので、組み合わせられた信号は広帯域マスクに従い
得る。広帯域ＩＦＦＴ／ＦＦＴに起因して、ＤＬとＵＬの両方にとってサブバンドＤＣが
必要とされないことに留意されたい。
【０１６５】
　[00188]図１５は、一実施形態による、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）トーン
プランのためのインターリービングパラメータを生成するように動作可能であるシステム
１０００を示す。システム１０００は、ワイヤレスネットワーク１０５０を介して複数の
他のデバイス（たとえば、宛先デバイス）１０２０、１０３０、および１０４０とワイヤ
レスに通信するように構成された、第１のデバイス（たとえば、ソースデバイス）１０１
０を含む。代替実施形態では、異なる数のソースデバイス宛先デバイスがシステム１００
０の中に存在することができる。様々な実施形態では、ソースデバイス１０１０は、ＡＰ
　１０４（図１）を含むことができ、他のデバイス１０２０、１０３０、および１０４０
は、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）を含むことができる。システム１０００は、
システム１００（図１）を含むことができる。様々な実施形態では、デバイス１０１０、
１０２０、１０３０、および１０４０のいずれも、ワイヤレスデバイス２０２（図２）を
含むことができる。
【０１６６】
　[00189]特定の実施形態では、ワイヤレスネットワーク１０５０は、ＩＥＥＥ　８０２
．１１ワイヤレスネットワーク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク）である。たとえば
、ワイヤレスネットワーク６１０５０は、ＩＥＥＥ　８０２．１１規格に従って動作する
ことができる。特定の実施形態では、ワイヤレスネットワーク１０５０は、多元接続通信
をサポートする。たとえば、ワイヤレスネットワーク１０５０は、宛先デバイス１０２０
、１０３０、および１０４０の各々への単一のパケット１０６０の通信をサポートするこ
とができ、ここで、単一のパケット１０６０は、宛先デバイスの各々に向けられる個々の
データ部分を含む。一例では、本明細書でさらに説明されるように、パケット１０６０は
ＯＦＤＭＡパケットであり得る。
【０１６７】
　[00190]ソースデバイス１０１０は、（１つまたは複数の）多元接続パケットを生成し
、それを複数の宛先デバイスへ送信するように構成されたアクセスポイント（ＡＰ）また
は他のデバイスであり得る。特定の実施形態では、ソースデバイス１０１０は、プロセッ
サ１０１１（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
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）、ネットワーク処理ユニット（ＮＰＵ）など）と、メモリ１０１２（たとえば、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）など）と、ワイヤレスネット
ワーク１０５０を介してデータを送信および受信するように構成されたワイヤレスインタ
ーフェース１０１５とを含む。メモリ１０１２は、図１５のインターリービングシステム
１１１４に関して説明される技法に従って、データをインターリーブするためにインター
リービングシステム１０１４によって使用されるバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）イン
ターリービングパラメータ１０１３を記憶することができる。
【０１６８】
　[00191]本明細書で使用する「トーン」は、データがその中で通信され得る周波数また
は周波数のセット（たとえば、周波数範囲）を表すことができる。トーンは、代替的にサ
ブキャリアと呼ばれることがある。したがって、「トーン」は、周波数領域ユニットであ
り得、パケットは複数のトーンにわたることができる。トーンとは対照的に、「シンボル
」は時間領域ユニットであり得、パケットは複数のシンボルにわたる（たとえば、それら
を含む）ことができ、各シンボルは特定の持続時間を有する。したがって、ワイヤレスパ
ケットは、周波数範囲（たとえば、トーン）と時間期間（たとえば、シンボル）とにわた
る２次元構造として視覚化され得る。
【０１６９】
　[00192]一例として、ワイヤレスデバイスは、８０メガヘルツ（ＭＨｚ）ワイヤレスチ
ャネル（たとえば、８０ＭＨｚ帯域幅を有するチャネル）を介してパケットを受信するこ
とができる。ワイヤレスデバイスは、パケットの中の５１２個のトーンを決定するために
、５１２ポイントＦＦＴを実行することができる。トーンのサブセットが「使用可能」と
考えられ得、残りのトーンは「使用不可能」（たとえば、ガードトーン、直流（ＤＣ）ト
ーンなどであり得る）と考えられ得る。例示のために、４７４個のデータトーンと、２２
個のパイロットトーンとを含む、５１２個のトーンのうちの４９６個が使用可能であり得
る。別の例として、４７６個のデータトーンおよび２０個のパイロットトーンがあり得る
。上述のチャネル帯域幅、変換、およびトーンプランは単に例であることに留意されたい
。代替実施形態では、異なるチャネル帯域幅（たとえば、５ＭＨｚ、６ＭＨｚ、６．５Ｍ
Ｈｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚなど）、異なる変換（たとえば、２５６ポイントＦＦＴ、
１０２４ポイントＦＦＴなど）、および／または異なるトーンプランが使用され得る。
【０１７０】
　[00193]特定の実施形態では、パケットは、１つまたは複数の空間ストリームを介して
送信される様々なブロックサイズ（たとえば、サブバンドごとに様々なデータトーン数）
を含むことができる。たとえば、パケットは、サブバンド当たり１２個のデータトーン、
サブバンド当たり３６個のデータトーン、サブバンド当たり７２個のデータトーン、サブ
バンド当たり１２０個のデータトーン、サブバンド当たり１５６個のデータトーン、また
はサブバンド当たり３１２個のデータトーンを含むことができる。インターリーブ深度、
インターリーブローテーションインデックス、およびベースサブキャリアローテーション
の組合せが、ブロックサイズごとに提供され得る。
【０１７１】
　[00194]特定の実施形態では、パケット１０６０のどのデータトーンが個々の宛先デバ
イスに割り当てられるのかを決定するために、インターリービングパラメータ１０１３が
多元接続パケット１０６０の生成中にインターリービングシステム１０１４によって使用
され得る。たとえば、パケット１０６０は、各個々の宛先デバイス１０２０、１０３０、
および１０４０に割り振られたトーンの別個のセットを含むことができる。例示のために
、パケット１０６０は、インターリーブされたトーン割振りを利用することができる。
【０１７２】
　[00195]宛先デバイス１０２０、１０３０、および１０４０はそれぞれ、プロセッサ（
たとえば、プロセッサ１０２１）と、メモリ（たとえば、メモリ１０２２）と、ワイヤレ
スインターフェース（たとえば、ワイヤレスインターフェース１０２５）とを含むことが
できる。宛先デバイス１０２０、１０３０、および１０４０はまた、それぞれ、図１５の
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ＭＩＭＯ検出器１１１８に関して説明されるように、パケット（たとえば、単一接続パケ
ットまたは多元接続パケット）をデインターリーブするように構成されたデインターリー
ビングシステム１０２４を含むことができる。一例では、メモリ１０２２は、インターリ
ービングパラメータ１０１３と同等のインターリービングパラメータ１０２３を記憶する
ことができる。
【０１７３】
　[00196]動作中、ソースデバイス１０１０は、パケット１０６０を生成することができ
、それをワイヤレスネットワーク１０５０を介して宛先デバイス１０２０、１０３０、お
よび１０４０の各々へ送信することができる。パケット１０６０は、インターリーブされ
たパターンに従って各個々の宛先デバイスに割り振られたデータトーンの別個のセットを
含むことができる。
【０１７４】
　[00197]システム１０００は、したがって、ＩＥＥＥ　８０２．１１ワイヤレスネット
ワークを介して通信するために、ソースデバイスおよび宛先デバイスによって使用するた
めのＯＦＤＭＡデータトーンインターリービングパラメータを提供することができる。た
とえば、インターリービングパラメータ１０１３、１０２３（またはそれの部分）は、図
示のように、ソースデバイスおよび宛先デバイスのメモリに記憶され得る、ワイヤレス規
格（たとえば、ＩＥＥＥ　８０２．１１規格）によって規格化され得る、などである。本
明細書で説明される様々なデータトーンプランが、ダウンリンク（ＤＬ）ＯＦＤＭＡ通信
ならびにアップリンク（ＵＬ）ＯＦＤＭＡ通信の両方にとって適用可能であり得ることに
留意されたい。
【０１７５】
　[00198]たとえば、ソースデバイス１０１０（たとえば、アクセスポイント）は、ワイ
ヤレスネットワーク１０５０を介して（１つまたは複数の）信号を受信することができる
。（１つまたは複数の）信号は、アップリンクパケットに対応することができる。パケッ
トにおいて、トーンの別個のセットは、宛先デバイス（たとえば、移動局）１０２０、１
０３０、および１０４０の各々に割り振られ得、そうした宛先デバイスによって送信され
たアップリンクデータを搬送することができる。
【０１７６】
　[00199]図１６は、ワイヤレス通信を送信および受信するために、図１５のワイヤレス
デバイスなどのワイヤレスデバイスにおいて実装され得る例示的な多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システム１１００を示す。システム１１００は、図１５の第１のデバイス１０１０と
図１５の宛先デバイス１０２０とを含む。
【０１７７】
　[00200]第１のデバイス１０１０は、エンコーダ１１０４と、インターリービングシス
テム１０１４と、複数の変調器１１０２ａ～１１０２ｃと、複数の送信（ＴＸ）回路１１
１０ａ～１１１０ｃと、複数のアンテナ１１１２ａ～１１１２ｃとを含む。宛先デバイス
１０２０は、複数のアンテナ１１１４ａ～１１１４ｃと、複数の受信（ＲＸ）回路１１１
６ａ～１１１６ｃと、ＭＩＭＯ検出器１１１８と、デコーダ１１２０とを含む。
【０１７８】
　[00201]ビットシーケンスが、エンコーダ１１０４に提供され得る。エンコーダ１１０
４は、ビットシーケンスを符号化するように構成され得る。たとえば、エンコーダ１１０
４は、ビットシーケンスに前方誤り訂正（ＦＥＣ）コードを適用するように構成され得る
。ＦＥＣコードは、ブロックコード、畳み込みコード（たとえば、バイナリ畳み込みコー
ド）などであり得る。符号化ビットシーケンスが、インターリービングシステム１０１４
に提供され得る。
【０１７９】
　[00202]インターリービングシステム１０１４は、ストリームパーサ（stream parser）
１１０６と、複数の空間ストリームインターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃとを含むこと
ができる。ストリームパーサ１１０６は、エンコーダ１１０４から複数の空間ストリーム
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インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃへの符号化ビットストリームをパースするように
構成され得る。
【０１８０】
　[00203]各インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃは、周波数インターリービングを実
行するように構成され得る。たとえば、ストリームパーサ１１０６は、各空間ストリーム
についてシンボルごとにコード化ビットのブロックを出力することができる。各ブロック
は、行に書き込むおよび列を読み出す、対応するインターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ
によってインターリーブされ得る。列数（Ｎｃｏｌ）またはインターリーバ深度は、デー
タトーン数（Ｎｄａｔａ）に基づき得る。行数（Ｎｒｏｗ）は、列数（Ｎｃｏｌ）および
データトーン数（Ｎｄａｔａ）の関数であり得る。たとえば、行数（Ｎｒｏｗ）は、デー
タトーン数（Ｎｄａｔａ）を列数（Ｎｃｏｌ）で除算したものに等しくなり得る（たとえ
ば、Ｎｒｏｗ＝Ｎｄａｔａ／Ｎｃｏｌ）。
【０１８１】
　[00204]図１７は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の例示的な方法のためのフローチャート１７００を示す。方法は、ＡＰ　１０４（図
１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデバイ
ス２０２、デバイス１０１０、１０２０、１０３０、または１０４０（図１５）などの、
本明細書で説明されるデバイスによって全体的または部分的に実施され得る。本明細書で
は、図示された方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００、図
２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシステム１０００に関し
て説明されるが、図示された方法が、本明細書で説明される別のデバイス、または任意の
他の好適なデバイスによって実施され得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では
、図示された方法が特定の順序に関して説明されるが、様々な実施形態では、本明細書の
ブロックは、異なる順序で実施され得るか、または省略され得、さらなるブロックが追加
され得る。
【０１８２】
　[00205]最初に、ブロック１７１０において、ワイヤレスデバイスは、いくつかの２０
ＭＨｚトーン割振りの中から選択し、ここにおいて、第１のトーン割振りは、１個の２０
ＭＨｚバンドを備え、第２のトーン割振りは、２個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第３
のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え
、第４のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドを備える。いくつかの態様では、各
サブバンドが異なるデバイスに向けられ得、いくつかの態様では、単一のデバイスが２つ
以上のサブバンドを受信し得る。いくつかの態様では、割振りの中から選択するための手
段は、プロセッサを含み得る。
【０１８３】
　[00206]ブロック１７２０において、ワイヤレスデバイスは、トーン割振りを選択する
と、２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給し、ここにおいて、各５ＭＨｚ
サブバンドは、多くて５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１
０ＭＨｚサブバンドは、多くて１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを
備え、２０ＭＨｚバンドは、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの多くて１つ
と、８個のパイロットトーンと、３個または７個の直流トーンのうちの多くて１つとを備
える。いくつかの態様では、上記で説明したように使用され得るいくつかの残余トーンも
あり得る。いくつかの態様では、供給するための手段は、プロセッサおよび／または送信
機を含み得る。いくつかの態様では、上記で説明されたように、異なる数のデータトーン
またはパイロットトーンが様々なサブバンドに対して使用され得る。
【０１８４】
　[00207]図１８は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の例示的な方法のためのフローチャート１８００を示す。方法は、ＡＰ　１０４（図
１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデバイ
ス２０２、デバイス１０１０、１０２０、１０３０、または１０４０（図１５）などの、
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本明細書で説明されるデバイスによって全体的または部分的に実施され得る。本明細書で
は、図示された方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００、図
２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシステム１０００に関し
て説明されるが、図示された方法が、本明細書で説明する別のデバイス、または任意の他
の好適なデバイスによって実施され得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、
図示された方法が特定の順序に関して説明されるが、様々な実施形態では、本明細書のブ
ロックは、異なる順序で実施され得るか、または省略され得、さらなるブロックが追加さ
れ得る。
【０１８５】
　[00208]最初に、ブロック１８１０において、ワイヤレスデバイスは、いくつかの４０
ＭＨｚトーン割振りの中から選択し、ここにおいて、第１のトーン割振りは、１個の４０
ＭＨｚバンドを備え、第２のトーン割振りは、２個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第３
のトーン割振りは、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第４のトーン割振りは、４個の１０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りは
、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブ
バンドとを備え、第６のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨ
ｚサブバンドとを備え、第７のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１
０ＭＨｚサブバンドとを備え、第８のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２
個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第９のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバンド
と、１個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサ
ブバンドを備える。いくつかの態様では、各サブバンドが異なるデバイスに向けられ得、
いくつかの態様では、単一のデバイスが２つ以上のサブバンドを受信し得る。いくつかの
態様では、割振りの中から選択するための手段は、プロセッサを含み得る。
【０１８６】
　[00209]ブロック１８２０において、ワイヤレスデバイスは、トーン割振りを選択する
と、４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給し、ここにおいて、各５ＭＨｚ
サブバンドは、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨ
ｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、各２０
ＭＨｚサブバンドは、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと、８個のパ
イロットトーンとを備え、４０ＭＨｚバンドは、４６８個のデータトーンと、１６個のパ
イロットトーンと、１１個の直流トーンとを備える。いくつかの態様では、上記で説明さ
れたように使用され得るいくつかの残余トーンもあり得る。いくつかの態様では、供給す
るための手段は、プロセッサおよび／または送信機を含み得る。いくつかの態様では、上
記で説明されたように、異なる数のデータトーンまたはパイロットトーンが様々なサブバ
ンドに対して使用され得る。
【０１８７】
　[00210]図１９は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の例示的な方法のためのフローチャート１９００を示す。方法は、ＡＰ　１０４（図
１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデバイ
ス２０２、デバイス１０１０、１０２０、１０３０、または１０４０（図１５）などの、
本明細書で説明されるデバイスによって全体的または部分的に実施され得る。本明細書で
は、図示された方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００、図
２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシステム１０００に関し
て説明されるが、図示された方法が、本明細書で説明される別のデバイス、または任意の
他の好適なデバイスによって実施され得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では
、図示された方法が特定の順序に関して説明されるが、様々な実施形態では、本明細書の
ブロックは、異なる順序で実施され得るか、または省略され得、さらなるブロックが追加
され得る。
【０１８８】
　[00211]最初に、ブロック１９１０において、ワイヤレスデバイスは、いくつかの８０
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ＭＨｚトーン割振りの中から選択し、ここにおいて、第１のトーン割振りは、１個の８０
ＭＨｚバンドを備え、第２のトーン割振りは、２個の４０ＭＨｚサブバンドを備え、第３
のトーン割振りは、２個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備
え、第４のトーン割振りは、４個の２０ＭＨｚサブバンドを備え、第５のトーン割振りは
、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサ
ブバンドとを備え、第６のトーン割振りは、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０
ＭＨｚサブバンドとを備え、第７のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個
の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバン
ドとを備え、第８のトーン割振りは、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、３個の２０ＭＨｚ
サブバンドとを備え、第９のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０
ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１０のトーン割振りは、
４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバ
ンドとを備え、第１１のトーン割振りは、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０Ｍ
Ｈｚサブバンドとを備え、第１２のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、２個
の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１３のトーン割振
りは、６個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１４の
トーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の
２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１５のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと
、３個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１６のトーン割振りは、８個の１０ＭＨｚサ
ブバンドを備え、第１７のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０Ｍ
Ｈｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第１８のトーン割振りは、４
個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバン
ドとを備え、第１９のトーン割振りは、２個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚ
サブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２０のトーン割振りは、８個の
５ＭＨｚサブバンドと、１個の４０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２１のトーン割振りは
、４個の５ＭＨｚサブバンドと、４個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブ
バンドとを備え、第２２のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０Ｍ
Ｈｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２３のトーン割振りは、２
個の５ＭＨｚサブバンドと、７個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２４のトーン割振
りは、８個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２５のト
ーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２
０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２６のトーン割振りは、４個の５ＭＨｚサブバンドと、
６個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２７のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚサブバ
ンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第２８
のトーン割振りは、６個の５ＭＨｚサブバンドと、５個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え
、第２９のトーン割振りは、１０個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバン
ドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３０のトーン割振りは、８個の５ＭＨｚ
サブバンドと、４個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３１のトーン割振りは、１０個
の５ＭＨｚサブバンドと、３個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３２のトーン割振り
は、１２個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の２０ＭＨｚサブバンドとを備え、第３３のト
ーン割振りは、１２個の５ＭＨｚサブバンドと、２個の１０ＭＨｚサブバンドとを備え、
第３４のトーン割振りは、１４個の５ＭＨｚサブバンドと、１個の１０ＭＨｚサブバンド
とを備え、第３５のトーン割振りは、１６個の５ＭＨｚサブバンドを備える。いくつかの
態様では、各サブバンドが異なるデバイスに向けられ得、いくつかの態様では、単一のデ
バイスが２つ以上のサブバンドを受信し得る。いくつかの態様では、割振りの中から選択
するための手段は、プロセッサを含み得る。
【０１８９】
　[00212]ブロック１９２０において、ワイヤレスデバイスは、トーン割振りを選択する
と、８０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用のメッセージを供給し、ここにおいて、各５ＭＨｚ
サブバンドは、５２個のデータトーンと、４個のパイロットトーンとを備え、各１０ＭＨ
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ｚサブバンドは、１０８個のデータトーンと、６個のパイロットトーンとを備え、各２０
ＭＨｚサブバンドは、２３４個または２２８個のデータトーンのうちの１つと、８個のパ
イロットトーンとを備え、各４０ＭＨｚサブバンドは、４６８個のデータトーンと、１６
個のパイロットトーンとを備え、８０ＭＨｚバンドは、９９０個のデータトーンと、１６
個のパイロットトーンと、７個の直流トーンとを備える。いくつかの態様では、上記で説
明されたように使用され得るいくつかの残余トーンもあり得る。いくつかの態様では、供
給するための手段は、プロセッサおよび／または送信機を含み得る。いくつかの態様では
、上記で説明されたように、異なる数のデータトーンまたはパイロットトーンが様々なサ
ブバンドに対して使用され得る。
【０１９０】
　[00213]一実施形態では、図１９に示す方法は、選択回路と、供給回路と、インターリ
ービング回路とを含むことができるワイヤレスデバイスにおいて実施され得る。ワイヤレ
スデバイスが本明細書で説明される簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くのコンポ
ーネントを有することができることを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明されるワ
イヤレスデバイスは、特許請求の範囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するの
に有用なそれらのコンポーネントのみを含む。
【０１９１】
　[00214]選択回路は、メッセージのワイヤレス通信のためにトーンプランを選択するよ
うに構成され得る。一実施形態では、選択回路は、フローチャート１１００（図１５）の
ブロック１１１０を実施するように構成され得る。選択回路は、ＤＳＰ　２２０（図２）
、プロセッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含
むことができる。いくつかの実装形態では、選択するための手段は選択回路を含むことが
できる。
【０１９２】
　[00215]供給回路は、選択されたトーンプランによる送信用のメッセージを供給するよ
うに構成され得る。一実施形態では、供給回路は、フローチャート１１００（図１５）の
ブロック１１２０～１１３０のいずれかを実施するように構成され得る。供給回路は、送
信機２１０（図２）、トランシーバ２１４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ
　２２０（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことがで
きる。いくつかの実装形態では、供給するための手段は供給回路を含むことができる。
【０１９３】
　[00216]インターリービング回路は、送信のためにデータをインターリーブするように
構成され得る。インターリービング回路は、インターリービングシステム１０１４（図１
５）、ストリームパーサ１１０６（図１６）、インターリーバ１１０８Ａ～１１０８Ｃ（
図１６）のいずれか、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２２０（図２）、およびメモ
リ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態では
、インターリーブするための手段はインターリービング回路を含むことができる。
【０１９４】
　[00217]図２０は、様々な実施形態による、複数の割振り（ＲＵ）サイズおよび対応す
るデータトーンの数（ＮSD）に対するバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービ
ングおよび低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤTM）の図であ
る。様々な実施形態では、図２０に示す態様は、本開示の他の態様に従って、たとえば、
図４（または、本明細書で説明する任意の他の図）に関して説明した帯域幅および／また
はＦＦＴトーンを用いて適用され得る。この図では、ＲＵサイズは、グループとして任意
のステーションに割り振られ得るトーンの数であり得る。各割振りの中のトーンは、たと
えば、図４に示すように、データトーン（ＮSD）、パイロットトーン、ＤＣトーン、ガー
ドトーン、および残余トーンに分割され得る。
【０１９５】
　[00218]この図におけるいくつかの行は、インターリーバパラメータまたはＬＤＰＣト
ーンマッピング距離のための複数の実施形態を含む。いくつかの態様では、パラメータ値
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に対して複数の異なる実施形態の間で選ぶとき、シミュレーションを実行することが有益
であり得る。いくつかの態様では、類似の性能を得るため、およびこれらの技法の実施を
容易にするために、ハードウェアと互換性のある値にできる限り近いパラメータ値を選ぶ
ことが有益であり得る。概して、Ｎｃｏｌ×ＬＤＰＣトーンマッピング距離が、しばしば
、データトーンの数に等しいことが観測され得る。
【０１９６】
　[00219]図示の実施形態では、２６としてのＲＵサイズに対して２４個のデータトーン
が使用され得る。ＢＣＣインターリーバ、たとえば、インターリービングシステム１０１
４（図１５）または１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、８としてのＮｃｏｌを含むこ
とができ、４つ以下の空間ストリームがあるときに２としてのＮｒｏｔを、４つを超える
空間ストリームがあるときに１としてのＮｒｏｔを含むことができる。ＬＤＰＣのＤTMは
１であり得る。
【０１９７】
　[00220]図示の実施形態では、５２としてのＲＵサイズに対して４８個のデータトーン
が使用され得る。ＢＣＣインターリーバ、たとえば、インターリービングシステム１０１
４（図１５）または１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、１６としてのＮｃｏｌを含む
ことができ、４つ以下の空間ストリームがあるときに１１としてのＮｒｏｔを、４つを超
える空間ストリームがあるときに６としてのＮｒｏｔを含むことができる。ＬＤＰＣのＤ

TMは３であり得る。図示の実施形態では、ＤTM＝ＮSD／ＮCOLである。
【０１９８】
　[00221]図示の実施形態では、１０６としてのＲＵサイズに対して１０２個のデータト
ーンが使用され得る。ＢＣＣインターリーバ、たとえば、インターリービングシステム１
０１４（図１５）または１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、１７としてのＮｃｏｌを
含むことができ、４つ以下の空間ストリームがあるときに２９としてのＮｒｏｔを、４つ
を超える空間ストリームがあるときに１３としてのＮｒｏｔを含むことができる。ＬＤＰ
ＣのＤTMは６であり得る。図示の実施形態では、ＤTM＝ＮSD／ＮCOLである。
【０１９９】
　[00222]図示の実施形態では、２４２としてのＲＵサイズに対して２３４個のデータト
ーンが使用され得る。ＢＣＣインターリーバ、たとえば、インターリービングシステム１
０１４（図１５）または１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、２６としてのＮｃｏｌを
含むことができ、４つ以下の空間ストリームがあるときに５８としてのＮｒｏｔを、４つ
を超える空間ストリームがあるときに２８としてのＮｒｏｔを含むことができる。ＬＤＰ
ＣのＤTMは９であり得る。
【０２００】
　[00223]第１の実施形態では、４８４としてのＲＵサイズに対して４６８個のデータト
ーンが使用され得る。第１の実施形態では、ＢＣＣインターリーバは省略され得、ＬＤＰ
Ｃのためのセグメントパーシングは実行されないことがある。ＬＤＰＣのＤTMは１２であ
り得る。
【０２０１】
　[00224]第２の実施形態では、４８４としてのＲＵサイズに対して４６８個のデータト
ーンが使用され得る。ＢＣＣインターリーバ、たとえば、インターリービングシステム１
０１４（図１５）または１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、２６としてのＮｃｏｌを
含むことができ、４つ以下の空間ストリームがあるときに５８としてのＮｒｏｔを含むこ
とができ、空間ストリームの数は４以下となるように限定され得る。ＬＤＰＣのＤTMは９
であり得る。
【０２０２】
　[00225]第３の実施形態では、４８４としてのＲＵサイズに対して４６８個のデータト
ーンが使用され得る。ＢＣＣインターリーバ、たとえば、インターリービングシステム１
０１４（図１５）または１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、３９としてのＮｃｏｌを
含むことができ、４つ以下の空間ストリームがあるときに１１６としてのＮｒｏｔを、４



(51) JP 2017-530599 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

つを超える空間ストリームがあるときに５６としてのＮｒｏｔを含むことができる。第３
の実施形態では、単一のインターリーバが使用され得、したがって、セグメントパーシン
グは省略され得る。ＬＤＰＣのＤTMは１２であり得る。図示の実施形態では、ＤTM＝ＮSD

／ＮCOLである。
【０２０３】
　[00226]９９６としてのＲＵサイズに対して９８０個のデータトーンが使用され得る。
図示の実施形態では、ＢＣＣインターリーバは省略され得る。ＬＤＰＣのＤTMは２０であ
り得る。
【０２０４】
　[00227]１９９２としてのＲＵサイズ（たとえば、２つの９９６トーン割振り）に対し
て、９９６トーン割振りごとに９８０個のデータトーンが使用され得る。図示の実施形態
では、ＢＣＣインターリーバは省略され得、セグメントパーシングが実行され得る。ＬＤ
ＰＣのＤTMは２０であり得る。
【０２０５】
　[00228]様々な実施形態では、８０ＭＨｚ送信をサポートするデバイスにとって、４０
ＭＨｚ送信に対するＢＣＣサポートが随意であり得る。別の実施形態では、８０ＭＨｚ送
信をサポートしないデバイスにとって、４０ＭＨｚ送信に対するＢＣＣサポートが義務付
けら得る。いくつかの実施形態では、一部のＳＴＡが４０ＭＨｚ送信に対してＢＣＣをサ
ポートし一部のＳＴＡが４０ＭＨｚ送信に対してＢＣＣをサポートしない混合環境に対応
するために、ＡＰｓは４０ＭＨｚ送信に対してＢＣＣをサポートすることができる。いく
つかの実施形態では、任意の所与のＲＵサイズに対して、空間ストリームの数（ＮSS）は
４以下であり得る。たとえば、場合によっては、すべてのＲＵサイズに対するＢＣＣにお
いてＮSS＞４がサポートされない。
【０２０６】
　[00229]図２１は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の別の例示的な方法のためのフローチャート２１００を示す。方法は、ＡＰ　１０４
（図１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデ
バイス２０２、および／またはデバイス１０１０、１０２０、１０３０、もしくは１０４
０（図１５）などの、本明細書で説明されるデバイスによって全体的または部分的に実施
され得る。本明細書では、図示された方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通
信システム１００、図２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシ
ステム１０００、および図２０のトーンプランに関して説明されるが、図示された方法が
、本明細書で説明される別のデバイス、または任意の他の好適なデバイスによって実施さ
れ得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された方法が特定の順序に関
して説明されるが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは、異なる順序で実施され
得るか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【０２０７】
　[00230]最初に、ブロック２１１０において、ワイヤレスデバイスは、４８４トーン割
振りユニットによるワイヤレス通信用のメッセージを生成する。４８４トーン割振りユニ
ットは、４６８個のデータトーンを含む。たとえば、ＡＰ　１０４は、図２０に関して上
記で説明した、４６８個のデータトーンを有する４８４トーン割振りユニットに従ってメ
ッセージを生成することができる。
【０２０８】
　[00231]様々な実施形態では、４８４トーン割振りユニットに従ってメッセージを生成
することは、複数のデータビットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパース
すること、符号化ビットをインターリーブすること、符号化ビットを直交振幅変調（ＱＡ
Ｍ）シンボルとして、次いで、ＯＦＤＭデータトーンにマッピングすること、ビットのパ
イロットシーケンスを指定された数のパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングすること、
ならびにヌルデータビットを指定された数の左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤ
Ｃトーンにマッピングすることのうちの１つまたは複数を含むことができる。たとえば、



(52) JP 2017-530599 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

エンコーダ１１０４（図１６）は、データビットを符号化することができる。ストリーム
パーサ１１０６（図１６）は、符号化データビットをパースすることができる。インター
リーバ１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）は、パースされたデータをインターリーブする
。変調器１１０２ａ～１１０８ｃ（図１６）は、データビットを４６８個のＯＦＤＭデー
タトーンにマッピングすることができ、ビットのパイロットシーケンスをパイロットＯＦ
ＤＭトーンにマッピングすることができ、ヌルデータビットを左ガードトーン、右ガード
トーン、およびＤＣトーンにマッピングすることができる。図示の実施形態では、インタ
ーリーバおよびストリームパーサは省略される。
【０２０９】
　[00232]次いで、ブロック２１１２において、ワイヤレスデバイスはストリームパーシ
ングを実行する。たとえば、ストリームパーサ１１０６（図１６）が、１つまたは複数の
ビットストリームへの符号化データビットをパースすることができる。
【０２１０】
　[00233]図示の実施形態では、コード化ビットは、ＱＡＭマッピングを通過し、次いで
、ＱＡＭシンボルをトーンにマッピングするためのＬＤＰＣトーンマッピングを通過する
。様々な実施形態では、ＬＤＰＣは、十分なビットレベルランダム性を有し、そのため、
周波数ダイバーシティを実現するために、（一種のインターリービングとして特徴付けら
れ得る）トーンマッピングがＱＡＭシンボルに対して実行される。したがって、ブロック
２１１７において、ワイヤレスデバイスはコンスタレーションマッピングを実行する。た
とえば、システム１１００（図１６）のマッパー（mapper）が、データビットを４６８個
のＯＦＤＭデータトーンにマッピングすることができ、ビットのパイロットシーケンスを
パイロットＯＦＤＭトーンにマッピングすることができ、ヌルデータビットを左ガードト
ーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすることができる。
【０２１１】
　[00234]その後、ブロック２１２０において、ワイヤレスデバイスは、低密度パリティ
チェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用し
てメッセージのトーンをマッピングする。いくつかの実施形態では、トーンマッピングの
プロセスは、符号化データビットのコンスタレーションポイントをＯＦＤＭサブキャリア
に関連付けることを含むことができる。各トーンがそれにマッピングされるＯＦＤＭサブ
キャリアは、示されたサブキャリア数だけ分離され得る。たとえば、そのようなマッピン
グは、複数のデータビットを符号化することと、それらの符号化ビットをＱＡＭシンボル
にマッピングすることとを含むことができる。マッピングは、第１のＱＡＭシンボルを第
１のデータトーンに、第２のＱＡＭシンボルを第（１＋ＤＴＭ）のデータトーンに、第３
のＱＡＭシンボルを第（１＋２＊ＤＴＭ）のデータトーンに、以下同様にマッピングする
ことをさらに含むことができる。マッピングは、たとえば、第４９のＱＡＭシンボルが第
９６０のデータトーンにマッピングされ、第５０のＱＡＭシンボルが第２のデータトーン
にマッピングされ、第５１のＱＡＭシンボルが第（２＋Ｄ＿ＴＭ）のデータトーンにマッ
ピングされ、以下同様のようにラップアラウンドする（wrap around）ことができる。
【０２１２】
　[00235]次いで、ブロック２１３０において、ワイヤレスデバイスは、送信用のメッセ
ージを供給する。たとえば、ＡＰ　１０４は、４８４トーン割振りユニットに従って、ア
ンテナ２１６を介した送信のためにメッセージを送信機２１０に供給することができる。
様々な実施形態では、本明細書で説明する任意の帯域幅が使用され得る。
【０２１３】
　[00236]様々な実施形態では、送信用のメッセージを供給することは、複数のデータビ
ットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパースすること、符号化ビットをイ
ンターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとして、次いで、ＯＦＤＭデータ
トーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケンスを指定された数のパイロッ
トＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデータビットを指定された数の左
ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすることのうちの１つま
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たは複数を含む。たとえば、プロセッサ２０４（図２）は、４８４トーン割振りユニット
に従って、複数のデータビットを編成することができる。エンコーダ１１０４（図１６）
は、データビットを符号化することができる。ストリームパーサ１１０６（図１６）は、
符号化データビットをパースすることができる。インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ
（図１６）は、パースされたデータをインターリーブする。変調器１１０２ａ～１１０８
ｃ（図１６）は、送信機１１１０ａ～１１１０ｃ（図１６）を介した送信のために、イン
ターリーブされたデータを変調することができる。図示の実施形態では、インターリーバ
およびストリームパーサは省略される。
【０２１４】
　[00237]様々な実施形態では、方法は、たとえば、図１のＳＴＡ　１０６Ａ～１０６Ｄ
などの移動局において実施され得る。送信用のメッセージを供給することは、移動局をサ
ービスするアクセスポイント（たとえば、図１のＡＰ　１０４）へ移動局の送信機（たと
えば、図２の送信機２１０）およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２１６）を通し
てメッセージを送信することを含むことができる。様々な実施形態では、方法は、たとえ
ば、図１のＡＰ　１０４などのアクセスポイントにおいて実施され得る。送信用のメッセ
ージを供給することは、アクセスポイントによってサービスされる移動局（たとえば、図
１のＳＴＡ　１０６Ａ）へアクセスポイントの送信機（たとえば、図２の送信機２１０）
およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２１６）を通してメッセージを送信すること
を含むことができる。
【０２１５】
　[00238]様々な実施形態では、図２１の方法は、図１７～図１９の方法に示された１つ
または複数のブロックまたは機能を含むことができる。４８４トーン割振りユニットは、
図４～図１４に関して上記で説明した特性のいずれかを有することができる。
【０２１６】
　[00239]一実施形態では、図２１に示す方法は、生成回路と、マッピング回路と、供給
回路とを含むことができるワイヤレスデバイスにおいて実施され得る。ワイヤレスデバイ
スが本明細書で説明される簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くのコンポーネント
を有することができることを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明されるワイヤレス
デバイスは、特許請求の範囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するのに有用な
それらのコンポーネントのみを含む。
【０２１７】
　[00240]生成回路は、１０２４トーンプランに従ってメッセージを生成するように構成
され得る。一実施形態では、生成回路は、フローチャート２１００（図２１）のブロック
２１１０を実施するように構成され得る。生成回路は、ＤＳＰ　２２０（図２）、プロセ
ッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、生成するための手段は生成回路を含むことができる。
【０２１８】
　[00241]マッピング回路は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用して、メッセージのトーンをマッピングするように構成され得る。様
々な実施形態では、ＤＴＭは、１０、１４、または２０のうちの１つであり得る。マッピ
ング回路は、ＤＳＰ　２２０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２
）、インターリービングシステム１０１４（図１５）、インターリーバ１１０８ａ～１１
０８ｃ（図１６）、および変調器１１０２ａ～７０２ｃ（図１６）のうちの１つまたは複
数を含むことができる。いくつかの実装形態では、マッピングするための手段は生成回路
を含むことができる。
【０２１９】
　[00242]供給回路は、送信用のメッセージを供給するように構成され得る。一実施形態
では、供給回路は、フローチャート２１００（図２１）のブロック２１２０を実施するよ
うに構成され得る。供給回路は、送信機２１０（図２）、トランシーバ２１４（図２）、
プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２２０（図２）、アンテナ２１６（図２）、および
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メモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態
では、供給するための手段は供給回路を含むことができる。
【０２２０】
　[00243]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは送信回路をさらに含むことができ
る。送信回路は、たとえば、移動局またはアクセスポイントの送信機およびアンテナを通
してメッセージを送信するように構成され得る。送信回路は、送信機２１０（図２）、ト
ランシーバ２１４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２２０（図２）、アン
テナ２１６（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、送信するための手段は送信回路を含むことができる。
【０２２１】
　[00244]図２２は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の別の例示的な方法のためのフローチャート２２００を示す。方法は、ＡＰ　１０４
（図１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデ
バイス２０２、および／またはデバイス１０１０、１０２０、１０３０、もしくは１０４
０（図１５）などの、本明細書で説明されるデバイスによって全体的または部分的に実施
され得る。本明細書では、図示された方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通
信システム１００、図２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシ
ステム１０００、および図２０のトーンプランに関して説明されるが、図示された方法が
、本明細書で説明される別のデバイス、または任意の他の好適なデバイスによって実施さ
れ得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された方法が特定の順序に関
して説明されるが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは、異なる順序で実施され
得るか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【０２２２】
　[00245]最初に、ブロック２２１０において、ワイヤレスデバイスは、４８４トーン割
振りユニットによるワイヤレス通信用のメッセージを生成する。４８４トーン割振りユニ
ットは、４６８個のデータトーンを含む。たとえば、ＡＰ　１０４は、図２０に関して上
記で説明した、４６８個のデータトーンを有する４８４トーン割振りユニットに従ってメ
ッセージを生成することができる。
【０２２３】
　[00246]様々な実施形態では、４８４トーン割振りユニットに従ってメッセージを生成
することは、複数のデータビットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパース
すること、符号化ビットをインターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとし
て、次いで、ＯＦＤＭデータトーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケン
スを指定された数のパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデー
タビットを指定された数の左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピ
ングすることのうちの１つまたは複数を含むことができる。たとえば、エンコーダ１１０
４（図１６）は、データビットを符号化することができる。
【０２２４】
　[00247]次いで、ブロック２２１２において、ワイヤレスデバイスはストリームパーシ
ングを実行する。たとえば、ストリームパーサ１１０６（図１６）が、１つまたは複数の
ビットストリームへの符号化データビットをパースすることができる。
【０２２５】
　[00248]次に、ブロック２２１３において、ワイヤレスデバイスはセグメントパーシン
グを実行する。たとえば、システム１１００（図１６）のセグメントパーサが、１つまた
は複数のセグメントへのビットストリームをパースすることができる。
【０２２６】
　[00249]その後、ブロック２２１５において、ワイヤレスデバイスは、ＢＣＣコーディ
ングとＬＤＰＣコーディングとの間で選択する。ＢＣＣが選択される場合（ブロック２２
２０）、コード化ビットは、（たとえば、図２０に示すＮｃｏｌ、Ｎｒｏｔ、およびスト
リーム並べ替えによる）ＢＣＣインターリービングを通過し、次いで、ＱＡＭシンボルを



(55) JP 2017-530599 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

トーンにマッピングする前にＱＡＭマッピングを通過する。様々な実施形態では、ＢＣＣ
は、ランダム性を得るためにビットレベルインターリービングを利用し、そのため、イン
ターリービングがコード化ビットに対して実行される。したがって、ブロック２２２０に
おいて、ワイヤレスデバイスは、２６としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ス
トリームに対して５８としてのインターリーブされたローテーションインデックスとを使
用して、送信のためにインターリーブされた一連のビットを生成する。たとえば、インタ
ーリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）が、パースされたデータをインターリーブす
ることができる。４つを上回る空間ストリームは省略され得る。その後、ブロック２２２
５において、ワイヤレスデバイスはコンスタレーションマッピングを実行する。たとえば
、システム１１００（図１６）のマッパーが、データビットを４６８個のＯＦＤＭデータ
トーンにマッピングすることができ、ビットのパイロットシーケンスをパイロットＯＦＤ
Ｍトーンにマッピングすることができ、ヌルデータビットを左ガードトーン、右ガードト
ーン、およびＤＣトーンにマッピングすることができる。
【０２２７】
　[00250]ブロック２２１５に戻ると、ＬＤＰＣが選択される場合（ブロック２２３０）
、コード化ビットは、ＱＡＭマッピングを通過し、次いで、ＱＡＭシンボルをトーンにマ
ッピングするためのＬＤＰＣトーンマッピングを通過する。様々な実施形態では、ＬＤＰ
Ｃは、十分なビットレベルランダム性を有し、そのため、周波数ダイバーシティを実現す
るために、（一種のインターリービングとして特徴付けられ得る）トーンマッピングがＱ
ＡＭシンボルに対して実行される。したがって、ブロック２２１７において、ワイヤレス
デバイスはコンスタレーションマッピングを実行する。たとえば、システム１１００（図
１６）のマッパーが、データビットを４６８個のＯＦＤＭデータトーンにマッピングする
ことができ、ビットのパイロットシーケンスをパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングす
ることができ、ヌルデータビットを左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーン
にマッピングすることができる。その後、ブロック２２３０において、ワイヤレスデバイ
スは、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離
（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングする。いくつかの実施形態では、
トーンマッピングのプロセスは、符号化データビットのコンスタレーションポイントをＯ
ＦＤＭサブキャリアに関連付けることを含むことができる。各トーンがそれにマッピング
されるＯＦＤＭサブキャリアは、示されたサブキャリア数だけ分離され得る。たとえば、
そのようなマッピングは、複数のデータビットを符号化することと、それらの符号化ビッ
トを直交振幅変調（ＱＡＭ）シンボルにマッピングすることとを含むことができる。マッ
ピングは、第１のＱＡＭシンボルを第１のデータトーンに、第２のＱＡＭシンボルを第（
１＋ＤＴＭ）のデータトーンに、第３のＱＡＭシンボルを第（１＋２＊ＤＴＭ）のデータ
トーンに、以下同様にマッピングすることをさらに含むことができる。マッピングは、た
とえば、第４９のＱＡＭシンボルが第９６０のデータトーンにマッピングされ、第５０の
ＱＡＭシンボルが第２のデータトーンにマッピングされ、第５１のＱＡＭシンボルが第（
２＋Ｄ＿ＴＭ）のデータトーンにマッピングされ、以下同様のようにラップアラウンドす
ることができる。
【０２２８】
　[00251]再び図２０を参照すると、様々な実施形態では、ＢＣＣインターリービングパ
ラメータおよびＬＤＰＣトーンマッピングの設計は別個である。図示の実施形態では、そ
れらは２つの方法で接続される。すなわち、（１）両方のコーディング方法のいずれかが
セグメントパーシングを使用するか、または両方のコーディング方法がセグメントパーシ
ングを使用しない、および（２）ＤTM＝ＮSD／ＮCOLたとえば、９＝２３４／２６または
１２＝４６８／３９）という関係を通して、ＢＣＣインターリービングとＬＤＰＣトーン
マッピングの両方が同じインターリービング深度を共有する。
【０２２９】
　[00252]図２２に戻ると、ブロック２２４０において、ワイヤレスデバイスは、送信用
のメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ　１０４は、４８４トーン割振りユニットに従
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って、アンテナ２２６を介した送信のためにメッセージを送信機２２０に供給することが
できる。様々な実施形態では、本明細書で説明する任意の帯域幅が使用され得る。
【０２３０】
　[00253]様々な実施形態では、送信用のメッセージを供給することは、複数のデータビ
ットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパースすること、符号化ビットをイ
ンターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとして、次いで、ＯＦＤＭデータ
トーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケンスを指定された数のパイロッ
トＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデータビットを指定された数の左
ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすることのうちの１つま
たは複数を含む。たとえば、プロセッサ２０４（図２）は、４８４トーン割振りユニット
に従って、複数のデータビットを編成することができる。エンコーダ１１０４（図１６）
は、データビットを符号化することができる。ストリームパーサ１１０６（図１６）は、
符号化データビットをパースすることができる。インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ
（図１６）は、パースされたデータをインターリーブする。変調器１１０２ａ～１１０８
ｃ（図１６）は、送信機１１１０ａ～１１１０ｃ（図１６）を介した送信のために、イン
ターリーブされたデータを変調することができる。
【０２３１】
　[00254]様々な実施形態では、方法は、たとえば、図１のＳＴＡ　１０６Ａ～１０６Ｄ
などの移動局において実施され得る。送信用のメッセージを供給することは、移動局をサ
ービスするアクセスポイント（たとえば、図１のＡＰ　１０４）へ移動局の送信機（たと
えば、図２の送信機２２０）およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２２６）を通し
てメッセージを送信することを含むことができる。様々な実施形態では、方法は、たとえ
ば、図１のＡＰ　１０４などのアクセスポイントにおいて実施され得る。送信用のメッセ
ージを供給することは、アクセスポイントによってサービスされる移動局（たとえば、図
１のＳＴＡ　１０６Ａ）へアクセスポイントの送信機（たとえば、図２の送信機２２０）
およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２２６）を通してメッセージを送信すること
を含むことができる。
【０２３２】
　[00255]様々な実施形態では、図２２の方法は、図１７～図１９の方法に示された１つ
または複数のブロックまたは機能を含むことができる。４８４トーン割振りユニットは、
図４～図１４に関して上記で説明した特性のいずれかを有することができる。
【０２３３】
　[00256]一実施形態では、図２２に示す方法は、生成回路と、マッピング回路と、供給
回路とを含むことができるワイヤレスデバイスにおいて実施され得る。ワイヤレスデバイ
スが本明細書で説明される簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くのコンポーネント
を有することができることを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明されるワイヤレス
デバイスは、特許請求の範囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するのに有用な
それらのコンポーネントのみを含む。
【０２３４】
　[00257]生成回路は、１０２４トーンプランに従ってメッセージを生成するように構成
され得る。一実施形態では、生成回路は、フローチャート２２００（図２２）のブロック
２２１０を実施するように構成され得る。生成回路は、ＤＳＰ　２２０（図２）、プロセ
ッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、生成するための手段は生成回路を含むことができる。
【０２３５】
　[00258]マッピング回路は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用して、メッセージのトーンをマッピングするように構成され得る。様
々な実施形態では、ＤＴＭは、１０、１４、または２０のうちの１つであり得る。マッピ
ング回路は、ＤＳＰ　２２０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２
）、インターリービングシステム１０１４（図１５）、インターリーバ１１０８ａ～１１
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０８ｃ（図１６）、および変調器１１０２ａ～７０２ｃ（図１６）のうちの１つまたは複
数を含むことができる。いくつかの実装形態では、マッピングするための手段は生成回路
を含むことができる。
【０２３６】
　[00259]供給回路は、送信用のメッセージを供給するように構成され得る。一実施形態
では、供給回路は、フローチャート２２００（図２２）のブロック２２２０を実施するよ
うに構成され得る。供給回路は、送信機２２０（図２）、トランシーバ２２４（図２）、
プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２２０（図２）、アンテナ２２６（図２）、および
メモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態
では、供給するための手段は供給回路を含むことができる。
【０２３７】
　[00260]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは送信回路をさらに含むことができ
る。送信回路は、たとえば、移動局またはアクセスポイントの送信機およびアンテナを通
してメッセージを送信するように構成され得る。送信回路は、送信機２２０（図２）、ト
ランシーバ２２４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２２０（図２）、アン
テナ２２６（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、送信するための手段は送信回路を含むことができる。
【０２３８】
　[00261]図２３は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の別の例示的な方法のためのフローチャート２３００を示す。方法は、ＡＰ　１０４
（図１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデ
バイス２０２、および／またはデバイス１０１０、１０２０、１０３０、もしくは１０４
０（図１５）などの、本明細書で説明されるデバイスによって全体的または部分的に実施
され得る。本明細書では、図示された方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通
信システム１００、図２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシ
ステム１０００、および図２０のトーンプランに関して説明されるが、図示された方法が
、本明細書で説明される別のデバイス、または任意の他の好適なデバイスによって実施さ
れ得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された方法が特定の順序に関
して説明されるが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは、異なる順序で実施され
得るか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【０２３９】
　[00262]最初に、ブロック２３１０において、ワイヤレスデバイスは、４８４トーン割
振りユニットによるワイヤレス通信用のメッセージを生成する。４８４トーン割振りユニ
ットは、４６８個のデータトーンを含む。たとえば、ＡＰ　１０４は、図２０に関して上
記で説明した、４６８個のデータトーンを有する４８４トーン割振りユニットに従ってメ
ッセージを生成することができる。
【０２４０】
　[00263]様々な実施形態では、４８４トーン割振りユニットに従ってメッセージを生成
することは、複数のデータビットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパース
すること、符号化ビットをインターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとし
て、次いで、ＯＦＤＭデータトーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケン
スを指定された数のパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデー
タビットを指定された数の左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピ
ングすることのうちの１つまたは複数を含むことができる。たとえば、エンコーダ１１０
４（図１６）は、データビットを符号化することができる。図示の実施形態では、セグメ
ントパーサは省略され得、単一のインターリーバが使用され得る。
【０２４１】
　[00264]次いで、ブロック２３１２において、ワイヤレスデバイスはストリームパーシ
ングを実行する。たとえば、ストリームパーサ１１０６（図１６）が、１つまたは複数の
ビットストリームへの符号化データビットをパースすることができる。
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【０２４２】
　[00265]その後、ブロック２３１５において、ワイヤレスデバイスは、ＢＣＣコーディ
ングとＬＤＰＣコーディングとの間で選択する。ＢＣＣが選択される場合（ブロック２３
２０）、コード化ビットは、（たとえば、図２０に示すＮｃｏｌ、Ｎｒｏｔ、およびスト
リーム並べ替えによる）ＢＣＣインターリービングを通過し、次いで、ＱＡＭシンボルを
トーンにマッピングする前にＱＡＭマッピングを通過する。様々な実施形態では、ＢＣＣ
は、ランダム性を得るためにビットレベルインターリービングを利用し、そのため、イン
ターリービングがコード化ビットに対して実行される。したがって、ブロック２３２０に
おいて、ワイヤレスデバイスは、３９としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ス
トリームに対して１１６としてのインターリーブされたローテーションインデックスと、
４つを超える空間ストリームに対して５６としてのインターリーブされたローテーション
インデックスとを使用して、送信のためにインターリーブされた一連のビットを生成する
。たとえば、単一のインターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ（図１６）が、パースされた
データをインターリーブすることができる。その後、ブロック２３２５において、ワイヤ
レスデバイスはコンスタレーションマッピングを実行する。たとえば、システム１１００
（図１６）のマッパーが、データビットを４６８個のＯＦＤＭデータトーンにマッピング
することができ、ビットのパイロットシーケンスをパイロットＯＦＤＭトーンにマッピン
グすることができ、ヌルデータビットを左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣト
ーンにマッピングすることができる。
【０２４３】
　[00266]ブロック２３１５に戻ると、ＬＤＰＣが選択される場合（ブロック２３３０）
、コード化ビットは、ＱＡＭマッピングを通過し、次いで、ＱＡＭシンボルをトーンにマ
ッピングするためのＬＤＰＣトーンマッピングを通過する。様々な実施形態では、ＬＤＰ
Ｃは、十分なビットレベルランダム性を有し、そのため、周波数ダイバーシティを実現す
るために、（一種のインターリービングとして特徴付けられ得る）トーンマッピングがＱ
ＡＭシンボルに対して実行される。したがって、ブロック２３１７において、ワイヤレス
デバイスはコンスタレーションマッピングを実行する。たとえば、システム１１００（図
１６）のマッパーが、データビットを４６８個のＯＦＤＭデータトーンにマッピングする
ことができ、ビットのパイロットシーケンスをパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングす
ることができ、ヌルデータビットを左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーン
にマッピングすることができる。その後、ブロック２３３０において、ワイヤレスデバイ
スは、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングする。いくつかの実施形態では
、トーンマッピングのプロセスは、符号化データビットのコンスタレーションポイントを
ＯＦＤＭサブキャリアに関連付けることを含むことができる。各トーンがそれにマッピン
グされるＯＦＤＭサブキャリアは、示されたサブキャリア数だけ分離され得る。たとえば
、そのようなマッピングは、複数のデータビットを符号化することと、それらの符号化ビ
ットを直交振幅変調（ＱＡＭ）シンボルにマッピングすることとを含むことができる。マ
ッピングは、第１のＱＡＭシンボルを第１のデータトーンに、第２のＱＡＭシンボルを第
（１＋ＤＴＭ）のデータトーンに、第３のＱＡＭシンボルを第（１＋２＊ＤＴＭ）のデー
タトーンに、以下同様にマッピングすることをさらに含むことができる。マッピングは、
たとえば、第４９のＱＡＭシンボルが第９６０のデータトーンにマッピングされ、第５０
のＱＡＭシンボルが第２のデータトーンにマッピングされ、第５１のＱＡＭシンボルが第
（２＋Ｄ＿ＴＭ）のデータトーンにマッピングされ、以下同様のようにラップアラウンド
することができる。
【０２４４】
　[00267]再び図２０を参照すると、様々な実施形態では、ＢＣＣインターリービングパ
ラメータおよびＬＤＰＣトーンマッピングの設計は別個である。図示の実施形態では、そ
れらは２つの方法で接続される。すなわち、（１）両方のコーディング方法のいずれかが
セグメントパーシングを使用するか、または両方のコーディング方法がセグメントパーシ
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ングを使用しない、および（２）ＤTM＝ＮSD／ＮCOLたとえば、９＝２３４／２６または
１２＝４６８／３９）という関係を通じて、ＢＣＣインターリービングとＬＤＰＣトーン
マッピングの両方が同じインターリービング深度を共有する。
【０２４５】
　[00268]図２３に戻ると、ブロック２３４０において、ワイヤレスデバイスは、送信用
のメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ　１０４は、４８４トーン割振りユニットに従
って、アンテナ２３６を介した送信のためにメッセージを送信機２３０に供給することが
できる。様々な実施形態では、本明細書で説明する任意の帯域幅が使用され得る。
【０２４６】
　[00269]様々な実施形態では、送信用のメッセージを供給することは、複数のデータビ
ットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパースすること、符号化ビットをイ
ンターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとして、次いで、ＯＦＤＭデータ
トーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケンスを指定された数のパイロッ
トＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデータビットを指定された数の左
ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすることのうちの１つま
たは複数を含む。たとえば、プロセッサ２０４（図２）は、４８４トーン割振りユニット
に従って、複数のデータビットを編成することができる。エンコーダ１１０４（図１６）
は、データビットを符号化することができる。ストリームパーサ１１０６（図１６）は、
符号化データビットをパースすることができる。インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ
（図１６）は、パースされたデータをインターリーブする。変調器１１０２ａ～１１０８
ｃ（図１６）は、送信機１１１０ａ～１１１０ｃ（図１６）を介した送信のために、イン
ターリーブされたデータを変調することができる。
【０２４７】
　[00270]様々な実施形態では、方法は、たとえば、図１のＳＴＡ　１０６Ａ～１０６Ｄ
などの移動局において実施され得る。送信用のメッセージを供給することは、移動局をサ
ービスするアクセスポイント（たとえば、図１のＡＰ　１０４）へ移動局の送信機（たと
えば、図２の送信機２３０）およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２３６）を通し
てメッセージを送信することを含むことができる。様々な実施形態では、方法は、たとえ
ば、図１のＡＰ　１０４などのアクセスポイントにおいて実施され得る。送信用のメッセ
ージを供給することは、アクセスポイントによってサービスされる移動局（たとえば、図
１のＳＴＡ　１０６Ａ）へアクセスポイントの送信機（たとえば、図２の送信機２３０）
およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２３６）を通してメッセージを送信すること
を含むことができる。
【０２４８】
　[00271]様々な実施形態では、図２３の方法は、図１７～図１９の方法に示された１つ
または複数のブロックまたは機能を含むことができる。４８４トーン割振りユニットは、
図４～図１４に関して上記で説明した特性のいずれかを有することができる。
【０２４９】
　[00272]一実施形態では、図２３に示す方法は、生成回路と、マッピング回路と、供給
回路とを含むことができるワイヤレスデバイスにおいて実施され得る。ワイヤレスデバイ
スが本明細書で説明される簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くのコンポーネント
を有することができることを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明されるワイヤレス
デバイスは、特許請求の範囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するのに有用な
それらのコンポーネントのみを含む。
【０２５０】
　[00273]生成回路は、１０２４トーンプランに従ってメッセージを生成するように構成
され得る。一実施形態では、生成回路は、フローチャート２３００（図２３）のブロック
２３１０を実施するように構成され得る。生成回路は、ＤＳＰ　２３０（図２）、プロセ
ッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、生成するための手段は生成回路を含むことができる。
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【０２５１】
　[00274]マッピング回路は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用して、メッセージのトーンをマッピングするように構成され得る。様
々な実施形態では、ＤＴＭは、１０、１４、または２０のうちの１つであり得る。マッピ
ング回路は、ＤＳＰ　２３０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２
）、インターリービングシステム１０１４（図１５）、インターリーバ１１０８ａ～１１
０８ｃ（図１６）、および変調器１１０２ａ～７０２ｃ（図１６）のうちの１つまたは複
数を含むことができる。いくつかの実装形態では、マッピングするための手段は生成回路
を含むことができる。
【０２５２】
　[00275]供給回路は、送信用のメッセージを供給するように構成され得る。一実施形態
では、供給回路は、フローチャート２３００（図２３）のブロック２３２０を実施するよ
うに構成され得る。供給回路は、送信機２３０（図２）、トランシーバ２３４（図２）、
プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２３０（図２）、アンテナ２３６（図２）、および
メモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態
では、供給するための手段は供給回路を含むことができる。
【０２５３】
　[00276]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは送信回路をさらに含むことができ
る。送信回路は、たとえば、移動局またはアクセスポイントの送信機およびアンテナを通
してメッセージを送信するように構成され得る。送信回路は、送信機２３０（図２）、ト
ランシーバ２３４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２３０（図２）、アン
テナ２３６（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、送信するための手段は送信回路を含むことができる。
【０２５４】
　[00277]図２４は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の別の例示的な方法のためのフローチャート２４００を示す。方法は、ＡＰ　１０４
（図１）、ＳＴＡｓ　１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示すワイヤレスデ
バイス２０２、デバイス１０１０、１０２０、１０３０、もしくは１０４０（図１５）、
および／またはシステム１１００（図１６）のデバイスのいずれかなどの、本明細書で説
明されるデバイスによって全体的または部分的に実施され得る。本明細書では、図示され
た方法が、図１に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００、図２に関して上
記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１５のシステム１０００、図１６のシステム
１１００、および図２０のトーンプランに関して説明されるが、図示された方法が、本明
細書で説明される別のデバイス、または任意の他の好適なデバイスによって実施され得る
ことを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された方法が特定の順序に関して説
明されるが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは、異なる順序で実施され得るか
、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【０２５５】
　[00278]最初に、ブロック２４１０において、ワイヤレスデバイスは、２４２トーンリ
ソースユニット（ＲＵ）および４８４トーンＲＵのうちの少なくとも１つを選択する。２
４２トーンＲＵは、２０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、２３４個のデータトーンと、８
個のパイロットトーンと、３個の直流トーンと、１１個のエッジトーンとを備える２５６
トーンプランに関連する。４８４トーンＲＵは、４０ＭＨｚ帯域幅を介した送信用の、４
６８個のデータトーンと、１６個のパイロットトーンと、５個の直流トーンと、２３個の
エッジトーン（たとえば、１２個の左ガードトーンおよび１１個の右ガードトーン）とを
備える５１２トーンプランに関連する。たとえば、ＡＰ　１０４は、図２０に関して説明
される２４２トーンＲＵまたは４８４トーンＲＵを選択することができ、それを割り振る
ことができる。別の例として、ＳＴＡ　１０６Ａは、図２０に関して説明される２４２ト
ーンＲＵまたは４８４トーンＲＵに対する割振りを受信することができ、そうしたＲＵを
選択することができる。
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【０２５６】
　[00279]様々な実施形態では、選択するステップは、２４２トーンＲＵを選択すること
を含むことができる。供給するステップは、２５６トーンプランによる送信用のメッセー
ジを供給することを含むことができる。方法は、バイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）イン
ターリービングのために、２６としてのインターリーバ深度と、４つまでの空間ストリー
ムに対して５８としてのインターリーブされたローテーションインデックスとを使用して
、符号化データをインターリーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）
のために、９としてのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンを
マッピングすることのいずれかをさらに含むことができる。様々な実施形態では、選択す
るステップは、４８４トーンＲＵを選択することを含むことができる。供給するステップ
は、５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給することを含むことができる。
方法は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２としてのトーンマッピング
距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることと、メッセージのバ
イナリ畳み込みコードインターリービングマップトーンを実行することを控えることとを
さらに含むことができる。
【０２５７】
　[00280]様々な実施形態では、方法は、４８４トーンＲＵに対して、２６としてのイン
ターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して５８としてのインターリーブされ
たローテーションインデックスとを使用して、符号化データをインターリーブすること、
または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、９としてのトーンマッピング距離
（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングすることのいずれかをさらに含む
ことができる。様々な実施形態では、方法は、４８４トーンＲＵに対して、３９としての
インターリーバ深度と、４つまでの空間ストリームに対して１１６としてのインターリー
ブされたローテーションインデックスと、４つを超える空間ストリームに対して５６とし
てのインターリーブされたローテーションインデックスとを使用して、符号化データをイ
ンターリーブすること、または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）のために、１２とし
てのトーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするこ
とのいずれかをさらに含むことができる。
【０２５８】
　[00281]様々な実施形態では、４８４トーン割振りユニットに従ってメッセージを生成
することは、複数のデータビットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパース
すること、符号化ビットをインターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとし
て、次いで、ＯＦＤＭデータトーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケン
スを指定された数のパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデー
タビットを指定された数の左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピ
ングすることのうちの１つまたは複数を含むことができる。たとえば、エンコーダ１１０
４（図１６）は、データビットを符号化することができる。図示の実施形態では、セグメ
ントパーサは省略され得、単一のインターリーバが使用され得る。
【０２５９】
　[00282]次いで、ブロック２４２０において、ワイヤレスデバイスは、２５６トーンプ
ランまたは５１２トーンプランによる送信用のメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ　
１０４は、選択されたトーンプランに従って送信機２１０（図２）を介してメッセージを
送信することができる。別の例として、ＳＴＡ　１０６Ａが、選択されたトーンプランに
従って送信機２１０（図２）を介してメッセージを送信することができる。ＡＰ　１０４
および／またはＳＴＡ　１０６Ａはまた、選択されたトーンプランに従ってメッセージを
受信することができる。
【０２６０】
　[00283]様々な実施形態では、送信用のメッセージを供給することは、複数のデータビ
ットを符号化すること、符号化ビットのストリームをパースすること、符号化ビットをイ
ンターリーブすること、符号化ビットをＱＡＭシンボルとして、次いで、ＯＦＤＭデータ
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トーンにマッピングすること、ビットのパイロットシーケンスを指定された数のパイロッ
トＯＦＤＭトーンにマッピングすること、ならびにヌルデータビットを指定された数の左
ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすることのうちの１つま
たは複数を含む。たとえば、プロセッサ２０４（図２）は、４８４トーン割振りユニット
に従って、複数のデータビットを編成することができる。エンコーダ１１０４（図１６）
は、データビットを符号化することができる。ストリームパーサ１１０６（図１６）は、
符号化データビットをパースすることができる。インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ
（図１６）は、パースされたデータをインターリーブする。変調器１１０２ａ～１１０８
ｃ（図１６）は、送信機１１１０ａ～１１１０ｃ（図１６）を介した送信のために、イン
ターリーブされたデータを変調することができる。
【０２６１】
　[00284]様々な実施形態では、方法は、たとえば、図１のＳＴＡ　１０６Ａ～１０６Ｄ
などの移動局において実施され得る。送信用のメッセージを供給することは、移動局をサ
ービスするアクセスポイント（たとえば、図１のＡＰ　１０４）へ移動局の送信機（たと
えば、図２の送信機２４０）およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２４６）を通し
てメッセージを送信することを含むことができる。様々な実施形態では、方法は、たとえ
ば、図１のＡＰ　１０４などのアクセスポイントにおいて実施され得る。送信用のメッセ
ージを供給することは、アクセスポイントによってサービスされる移動局（たとえば、図
１のＳＴＡ　１０６Ａ）へアクセスポイントの送信機（たとえば、図２の送信機２４０）
およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２４６）を通してメッセージを送信すること
を含むことができる。
【０２６２】
　[00285]一実施形態では、図２４に示された方法は、選択回路と供給回路とを含むこと
ができるワイヤレスデバイスにおいて実施され得る。ワイヤレスデバイスが本明細書で説
明する簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くのコンポーネントを有することができ
ることを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明されるワイヤレスデバイスは、特許請
求の範囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するのに有用なそれらのコンポーネ
ントのみを含む。
【０２６３】
　[00286]選択回路は、２４２トーンＲＵまたは４８４トーンＲＵを選択するように構成
され得る。一実施形態では、選択回路は、フローチャート２４００（図２４）のブロック
２４１０を実施するように構成され得る。生成回路は、ＤＳＰ　２４０（図２）、プロセ
ッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、選択するための手段は選択回路を含むことができる。
【０２６４】
　[00287]供給回路は、送信用のメッセージを供給するように構成され得る。一実施形態
では、供給回路は、フローチャート２４００（図２４）のブロック２４２０を実施するよ
うに構成され得る。供給回路は、送信機２４０（図２）、トランシーバ２４４（図２）、
プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２４０（図２）、アンテナ２４６（図２）、および
メモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態
では、供給するための手段は供給回路を含むことができる。
【０２６５】
　[00288]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは送信回路をさらに含むことができ
る。送信回路は、たとえば、移動局またはアクセスポイントの送信機およびアンテナを通
してメッセージを送信するように構成され得る。送信回路は、送信機２４０（図２）、ト
ランシーバ２４４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ　２４０（図２）、アン
テナ２４６（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、送信するための手段は送信回路を含むことができる。
【０２６６】
　[00289]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは生成回路をさらに含むことができ
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る。生成回路は、選択されたトーンプランに従ってメッセージを生成するように構成され
得る。生成回路は、ＤＳＰ　２４０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、およびメモリ
２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態では、
生成するための手段は生成回路を含むことができる。
【０２６７】
　[00290]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスはマッピング回路をさらに含むこと
ができる。マッピング回路は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用して、メッセージのトーンをマッピングするように構成され得る。様
々な実施形態では、ＤＴＭは、１０、１４、または２０のうちの１つであり得る。マッピ
ング回路は、ＤＳＰ　２４０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２
）、インターリービングシステム１０１４（図１５）、インターリーバ１１０８ａ～１１
０８ｃ（図１６）、および変調器１１０２ａ～７０２ｃ（図１６）のうちの１つまたは複
数を含むことができる。いくつかの実装形態では、マッピングするための手段は生成回路
を含むことができる。
【０２６８】
　[00291]情報および信号が様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
ることを、当業者なら理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得る
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せ
によって表され得る。
【０２６９】
　[00292]本開示で説明された実装形態への様々な修正は当業者には容易に明らかであり
得、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の
実装形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で示した実装形態に限定され
るものではなく、本明細書で開示される特許請求の範囲、原理、および新規の特徴に一致
する最も広い範囲を与られるべきである。「例示的」という単語は、本明細書ではもっぱ
ら「例、事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」
として本明細書で説明されるいかなる実装形態も、必ずしも他の実装形態よりも好ましい
か、または有利であると解釈されるべきではない。
【０２７０】
　[00293]別個の実装形態という文脈において本明細書で説明されたいくつかの特徴はま
た、単一の実装形態において組合せで実装され得る。逆に、単一の実装形態という文脈に
おいて説明された様々な特徴はまた、複数の実装形態において別々に、または任意の好適
なサブコンビネーションで実装され得る。その上、特徴はいくつかの組合せで働くものと
して上記で説明されることがあり、初めにそのように請求されることさえあるが、請求さ
れる組合せからの１つまたは複数の特徴は、場合によってはその組合せから削除され得、
請求される組合せは、サブコンビネーション、またはサブコンビネーションの変形形態に
向けられ得る。
【０２７１】
　[00294]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を参照する語
句は、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。例として、「ａ、ｂ
、またはｃの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃを包含することが意図される。
【０２７２】
　[00295]上記で説明された方法の様々な動作は、様々な（１つまたは複数の）ハードウ
ェアコンポーネントおよび／もしくはソフトウェアコンポーネント、回路、ならびに／ま
たは（１つまたは複数の）モジュールなどの、動作を実行することが可能な任意の好適な
手段によって実行され得る。概して、図に示される任意の動作は、動作を実行することが
可能な対応する機能手段によって実行され得る。
【０２７３】
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　[00296]本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプロ
グラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハード
ウェアコンポーネント、または本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれ
らの任意の組合せを用いて実施または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッ
サであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピュ
ーティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数
のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、
または任意の他のそのような構成として実装され得る。
【０２７４】
　[00297]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デ
バイス、または命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶
するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備える
ことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば
、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（di
sk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディス
ク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディ
スク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーを用いて光学的に再生する。したがって、いくつか
の態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒
体）を備えることができる。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時
的コンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備えることができる。上記の組合せもコン
ピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０２７５】
　[00298]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、
特許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまた
はアクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクショ
ンの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０２７６】
　[00299]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段が、適用可能な場合にユーザ端末および／もしくは基地局に
よってダウンロードされ、ならびに／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい
。たとえば、そのようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の
転送を容易にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な
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方法は、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合または提供すると
、様々な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コ
ンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）を介して
提供され得る。その上、本明細書で説明された方法および技法をデバイスに提供するため
の任意の他の好適な技法が利用され得る。
【０２７７】
　[00300]上記のことは本開示の態様に向けられるが、本開示の他の態様およびさらなる
態様が、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請
求の範囲によって決定される。

【図１】 【図２】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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